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球春到来―
　一足早く、春の便り

春のセンバツ出場が決まり喜びに沸く大曲工業高校野球部（１月 23日・大曲工業高校野球部グラウンド）
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-GLITTERING THE VICTORIOUS-

大曲中学校吹奏楽部が５年連続の最優秀賞
［第42回マーチングバンド全国大会］

昨年12月に埼玉県のさいたまスーパーアリーナで開かれた第42回マーチングバンド全国大会（一般
社団法人日本マーチングバンド協会主催）に出場した市内３小・中学校のマーチングバンド。全国の
トップバンドが集まる大舞台で東北の代表にふさわしい会心の演技を披露し観客を沸かせました。

５
年
連
続
の
全
国
大
会
最
優

秀
賞
獲
得
を
目
指
し
練
習

に
取
り
組
ん
で
き
た
大
曲
中
学
校

吹
奏
楽
部
。大
会
で
は
部
員
総
勢

98
人
が
磨
き
上
げ
た
力
を
結
集

し
、
記
録
更
新
が
懸
か
る
本
番
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
乗
り
越
え
、
大

会
史
上
初
の
中
学
生
の
部
（
大
編

成
）
で
５
連
覇
と
い
う
偉
業
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。

　

同
部
を
日
本
一
の
バ
ン
ド
に

育
て
た
同
部
顧
問
の
鈴
木
幸
栄

教
諭
は
、こ
れ
ま
で「
琉
球
」や「
ア

イ
ヌ
」な
ど
を
テ
ー
マ
に
、演
技
・

演
奏
に
「
和
」
の
演
出
を
取
り
込

み
、
演
奏
を
通
じ
て
独
創
性
に
富

ん
だ
音
楽
空
間
を
部
員
た
ち
と
と

も
に
つ
く
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

同
部
が
今
年
の
題
材
に
選
ん
だ
の

は「
忠
臣
蔵
」。歌
舞
伎
や
演
劇
、映

画
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
で
幾
度

と
な
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
人

気
作
品
で
す
。大
会
で
は
赤
穂
浪

士
の
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
部
員
た

ち
が
大
観
衆
を
前
に
緩
急
自
在
の

力
強
い
演
奏
と
一
糸
乱
れ
ぬ
堂
々

と
し
た
演
技
で「
忠
臣
蔵
」の
世
界

を
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
表
現
し
、
拍

手
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。鈴
木
教

諭
は
シ
ョ
ー
と
し
て
仕
上
げ
る
た

め
に「（
忠
臣
蔵
は
）誰
も
が
知
っ
て

い
る
話
な
の
で
、
観
客
の
も
っ
て

い
る
イ
メ
ー
ジ
か
ら
か
け
離
れ
な

い
よ
う
な
見
せ
方
を
意
識
し
て
取

り
組
み
ま
し
た
」と
語
り
ま
し
た
。

　

お
よ
そ
一
年
間
に
わ
た
っ
て
大

所
帯
を
ま
と
め
て
き
た
の
が
部
長

の
松
本
茜
さ
ん（
３
年
）。「
部
員
が

多
い
せ
い
で
意
見
の
食
い
違
い
が

あ
っ
た
り
、
部
員
同
士
の
や
る
気

に
温
度
差
が
生
じ
た
り
し
て
大
変

な
時
期
も
あ
り
ま
し
た
」
と
受
賞

ま
で
の
道
の
り
を
振
り
返
り
つ
つ
、

「
そ
れ
で
も
部
員
み
ん
な
が
音
楽

を
楽
し
む
気
持
ち
を
大
事
に
、
大

会
に
向
か
っ
て
気
持
ち
を
同
じ
く

し
て
、
や
る
気
を
高
め
て
練
習
を

頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

話
し
ま
し
た
。

次
代
を
担
う
小
学
生
も
活
躍

　

同
大
会
の
小
学
生
の
部
小
編
成

に
４
年
連
続
19
回
目
の
出
場
を
果

た
し
た
Ｈ
Ｍ
Ｂ
花
館
小
学
校
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
は
、
伝
統
と
生
命

の
つ
な
が
り
を
テ
ー
マ
に
隊
員
40

人
が
き
び
き
び
と
し
た
動
き
と
元

気
い
っ
ぱ
い
の
演
奏
を
披
露
。２

年
連
続
４
度
目
の
金
賞
を
獲
得
し

ま
し
た
。ま
た
、同
大
編
成
に
出
場

し
た
大
曲
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
部
は
、
同
校
創
立
１
４
０
年

に
花
を
添
え
よ
う
と
、
古
代
エ
ジ

プ
ト
を
題
材
に
し
た
雄
大
な
曲
の

演
奏
と
は
つ
ら
つ
と
し
た
演
技
を

披
露
し
、銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
［写真（上段）の説明］（左から）花館小学校ＨＭＢマーチングバンド副隊長の佐藤成瞭さん、同副隊長の岡安美侑さ
ん、同隊長の小松美海さん、大曲中学校吹奏楽部副部長の高橋麻衣子さん、同部長の松本茜さん、同副部長の古屋史
崇さん、大曲小学校マーチングバンド部部長の丸谷桃雅さん、同副部長の土崎悠利さん、同副部長の小西爽夏さん

HMB花館小学校マーチングバンド 大曲中学校吹奏楽部 大曲小学校マーチングバンド部

市役所大曲庁舎を訪問し全国大会の成績を報告した３校の代表（12月19日）
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広報
紙の感想などを記入の上、プレゼント係までお送りください。
当選者（20歳以上限定）の発表は商品の発送をもって代えさ
せていただきます。　 応募期限／２月28日（消印有効）

〒014-8601  だいせん日和プレゼント係
ファクス ／  0187-63-1119
Ｅメール ／  kouhou@city.daisen.akita.jp
※Ｅメールの場合、件名は「読者プレゼント」

応募方法 宛 先

〝西仙北〟にこだわった数量限定の特別本醸造酒
大
つ

綱
な

の響
西仙酒友会

問い合わせ
　西仙酒友会（ワインテラスかめや内）
 ☎ 0187-75-1124

だいせん日和

読者プレゼン
ト

国重要無形民
俗文化財「刈
和野の大綱引
き」にその名
が由来する
「大綱の響」

西
仙
北
の
酒
小
売
店
12
店
舗
で
組
織
す
る

西
仙
酒
友
会
（
亀
谷
洋
治
会
長
）
が
企
画

販
売
し
て
い
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
商
品
、
特
別
本

醸
造
「
大つ

綱な

の
響
」（
１・８
㍑
、税
込
２
３
５
０
円
）

を
３
人
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

平
成
８
年
２
月
に
販
売
を
開
始
し
た
「
大
綱

の
響
」
は
今
年
で
20
年
目
。
２
月
１
日
発
売
の

新
酒
の
ほ
か
、
７
月
に
は
夏
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
生

貯
蔵
酒
、
12
月
に
は
熟
成
酒
を
そ
れ
ぞ
れ
数
量

限
定
で
販
売
し
、
す
ぐ
に
完
売
す
る
人
気
の
お

酒
で
す
。
原
料
米
は
大
仙
市
産
、
水
は
大
沢
郷

の
雄お

清し

水ず

・
雌め

清し

水ず

、
麹
菌
・
酵
母
菌
も
地
元

産
と〝
西
仙
北
〞に
こ
だ
わ
っ
た
逸
品
で
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
商
品
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
20

年
に
わ
た
り
フ
ァ
ン
の
喉
と
心
を
わ
し
づ
か
み
に

し
て
い
る
「
大
綱
の
響
」。
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
金
賞
に
輝
く
な
ど
、
そ
の
味
は
世
界
に
も

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
豊
か
な
香
り
、
軽
や
か

な
酸
味
、
甘
さ
が
ス
ッ
と
早
く
消
え
る
キ
レ
の
良

い
口
当
た
り
、
そ
し
て
吟
醸
酒
の
よ
う
な
フ
ル
ー

テ
ィ
ー
な
味
わ
い
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

健康通信
高齢者インフルエンザ予防接種／平成27年
度各種健診（検診）申し込み調べ

025

いきいき広場
認知症の方への接し方
介護保険事務所からのお知らせ

027

平成25年度決算報告
大仙市の「お財布事情」をお知らせします

008

皆さんの声を市政に
平成26年度市民による市政評価

010

大曲中学校吹奏楽部が５年連続最優秀賞
第42回マーチングバンド全国大会

002

栄光の軌跡
男子第 65回全国高等学校駅伝競走大会、
第87回選抜高等学校野球大会

017

市役所からのお知らせ２
国際フェスティバル in大仙／「つなっこひろ
ば」の子育てアドバイザー募集／嶽ドーム団
体利用申請／小・中学校の用務員・校務員募
集／市立中学校生徒海外派遣事業報告会／
大曲、協和、南外の市営住宅入居者募集 ほか

005

024 健康の達人
市立田沢湖病院 佐々木英人 院長
～地域の維持と再生の鍵です～
地域包括医療・ケアの意味するもの

市役所からのお知らせ１
火災予防と避難経路の確保を／放課後児童
クラブの指導員を募集

004

元気ですか？あなたの「こころ」
いのちの尊さ、「こころ」の健康考えませんか

014

安全な作業で雪下ろしの事故を防ごう016

男女共同参画に関する
絵てがみコンクール入賞作品紹介

012
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住宅火災が多発しています

火災予防と避難経路の確保を
【問い合わせ】
 総合防災課 ☎ 0187-63-1111 内線 288
 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部予防課
 　　　　　　　　　　　　 ☎ 0187-63-0163

あなたの意欲を子育て支援に生かしませんか

放課後児童クラブの指導員を募集
【問い合わせ】
 各支所市民サービス課
 児童家庭課 ☎ 0187-63-1111 内線 129

４
月
１
日
採
用
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
を

募
集
し
ま
す
。

　

選
考
は
面
接
で
行
い
ま
す
。

日
時
等
の
詳
細
は
、後
日
、申
込

者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格
／
子
育
て
支
援
と

児
童
の
健
全
育
成
に
関
心
が

あ
る
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

○
教
育
職
員
免
許
状
、
保
育
士

資
格
、
児
童
厚
生
員
資
格
の

い
ず
れ
か
を
取
得
し
て
い
る

○
前
述
の
資
格
は
取
得
し
て
い

な
い
が
、
採
用
後
に
指
定
の

研
修
を
受
講
で
き
る

◆
雇
用
条
件
／

 

勤
務
時
間
／
月
曜
か
ら
土
曜

日
ま
で
の
午
後
１
時
〜
７
時

※
土
曜
日
な
ど
学
校
休
校
日
は
、
午

前
７
時
30
分
〜
午
後
１
時
の
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
日
曜
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末
年
始
は

休
み

 

賃
金
／
時
給
７
９
０
円

◆
申
し
込
み
方
法
／
履
歴
書
と

資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写

し
を
各
募
集
地
域
の
申
込
先

（
下
表
参
照
）に
提
出（
郵
送
可
）

◆
申
込
期
限
／
２
月
19
日（
木
）

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

◆
雇
用
開
始
／
４
月
１
日（
水
）

児童クラブ 募集人員 勤務場所 申し込み先
大曲地域

児童クラブ 36人 大曲地域の小学校ほか 〒014-8601 大曲花園町1-1
大仙市役所児童家庭課

西仙北児童クラブ １人 西仙北児童クラブ室
（西仙北小に隣接）

〒019-2192 刈和野本町5
西仙北支所市民サービス課

八乙女児童クラブ ６人 八乙女児童クラブ
（中仙小隣り）

〒014-0292 北長野茶畑141
中仙支所市民サービス課

南外児童クラブ ３人 南外小学校 〒019-1902 南外下袋218
南外支所市民サービス課

おおた児童クラブ ３人 旧太田ひがし幼稚園 〒019-1692 太田町太田新田田尻3-4
太田支所市民サービス課

１
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

に
県
内
で
発
生
し
た
４

件
の
住
宅
火
災
で
、６
人
の
方
が

犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。い
ず
れ
も

高
齢
者
の
単
身
ま
た
は
２
人
世

帯
で
、う
ち
３
件
は
夜
間
か
ら
早

朝
の
時
間
帯
に
発
生
。犠
牲
に
な

っ
た
原
因
は
逃
げ
遅
れ
た
も
の

と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。大
切
な
尊

い
命
を
守
る
た
め
、日
ご
ろ
か
ら

火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を

　

火
災
の
発
生
を
い
ち
早
く
知

ら
せ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
。

寝
室
や
階
段
室
へ
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
台

所
や
居
間
な
ど
、
火
の
気
が
あ

る
場
所
に
し
か
付
け
て
い
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
で
は
、

警
報
音
が
寝
室
ま
で
聞
こ
え
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

就
寝
時
間
帯
は
、
電
気
配
線

な
ど
が
原
因
で
出
火
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。ま
ず
は
、
全
て
の

寝
室
に
設
置
し
、
寝
室
が
２
階

に
あ
る
場
合
は
、
階
段
室
の
天

井
に
も
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

購
入
費
の
半
額
を
助
成

　

市
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
購
入
費
の
半
額（
上
限
５
千
円
）

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
／
市
に
住
民
登
録
し
て

い
る
方（
個
人
購
入
）、自
治
会・

自
主
防
災
組
織（
団
体
購
入
）

※
す
で
に
助
成
を
受
け
て
い
る
場
合

は
対
象
外
で
す
。

◆
対
象
機
器
／
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
ま

た
は
検
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ

て
い
る
警
報
器
で
市
内
の
販

売
店
で
購
入
し
た
警
報
器

◆
申
請
方
法
／
各
支
所
市
民
サ

ー
ビ
ス
課
と
総
合
防
災
課
に

用
意
し
て
い
る
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、提
出

◆
持
参
す
る
も
の
／
印
鑑
、
領

収
書
、通
帳
、購
入
機
器
の
取

扱
説
明
書

◆
申
請
期
限
／
３
月
31
日（
火
）

玄
関
以
外
の
避
難
口
の
確
保
を

　

冬
季
は
積
雪
や
冬
囲
い
に
よ

り
、
避
難
口
が
玄
関
だ
け
に
な

り
が
ち
で
す
。出
火
場
所
に
よ

っ
て
は
玄
関
か
ら
逃
げ
ら
れ
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
玄

関
以
外
に
も
、
避
難
口
を
確
保

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 NSマーク、または検マ

ークが表示されていて
市内の販売店で購入し
たものが助成対象です。
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参加者募集　

連
続
講
座
の
最
終
回
は
「
マ

マ
や
子
ど
も
、
家
族
の
笑
顔
と

今
こ
こ
を
逃
さ
な
い
カ
メ
ラ
講

座
」。家
族
一
緒
に
「
ほ
っ
こ
り
」

を
積
み
重
ね
ま
し
ょ
う
。

◆
対
象
／
子
育
て
中
の
家
族

◆
日
時
／
２
月
21
日（
土
）

 

午
前
10
時
〜
正
午

◆
会
場
／
市
民
活
動
交
流
拠
点

セ
ン
タ
ー
（Anbee

大
曲
２
階
）

◆
定
員
／
10
組
程
度

◆
参
加
費
／
１
家
族
５
０
０
円

◆
講
師
／
カ
メ
ラ
の
春
光
堂
・

佐
々
木
陽
平
さ
ん

◆
内
容
／
「
街
の
カ
メ
ラ
屋
さ

ん
が
教
え
る
マ
ル
秘
テ
ク
ニ

ッ
ク
」「
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー

ム
作
り
」な
ど

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

男
女
共
同
参
画・交
流
推
進
課

 

☎
０
１
８
７（
88
）８
０
３
９

 

℻
０
１
８
７（
62
）３
１
７
７

 

　

kyodo@
city.daisen.akita.jp

※
メ
ー
ル
の
件
名
は「
あ
ん
べ
〜
」

ア
ン
ベ
ー
さ

一
緒
に
あ
ん
べ
〜

シ
ー
ズ
ン
Ⅱ
最
終
回

調
査
票
の
記
入・提
出
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

２
０
１
５
年

農
林
業
セ
ン
サ
ス

　

５
年
ご
と
に
調
査
が
行
わ

れ
る
農
林
業
セ
ン
サ
ス
。日
本

の
農
林
業
の
生
産
構
造
や
就
業

構
造
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
農
山
村
の
実
態
を
総
合
的

に
把
握
し
、農
林
行
政
の
企
画
・

立
案
・
推
進
の
た
め
の
基
礎
資

料
を
作
成
・
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

調
査
対
象
の
方
に
は
、
調
査

員
が
調
査
票
の
回
収
に
伺
い
ま

す
の
で
、調
査
票
の
記
入
・
提
出

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
 

総
合
政
策
課

 

内
線
２
２
５
・２
２
６

国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
大
仙

　

県
内
の
国
際
交
流
協
力
団
体

や
県
内
在
住
の
外
国
人
の
方
々

に
よ
る
ブ
ー
ス
出
展
、民
族
衣
装

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
を
行

い
ま
す
。世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
国

の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
３
月
１
日（
日
）午
後

１
時
〜
４
時
30
分

◆
会
場
／
イ
オ
ン
モ
ー
ル
大

曲・花
火
の
広
場

【
問
い
合
わ
せ
】

 
大
仙
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

 

（
男
女
共
同
参
画・交
流
推
進
課
）

 

☎
０
１
８
７（
88
）８
０
３
９ さまざまな国の民俗衣装などを披露

する民俗衣装のファッションショー

嶽ドーム団体利用申請

　４月１日から９月30日までの
嶽ドーム団体利用申請を受け付
けます。申請は必ず団体・サーク
ルごとに行ってください。
◆申請期間／２月２日（月）から
18日（水）まで

※調整後の空き情報の照会は、３月16
日（月）から受け付け

◆申請方法／嶽ドーム事務所に
用意している利用申込書に必
要事項を記入し、事務所に提出

【問い合わせ・申し込み】
 神岡屋内多目的施設
 （嶽ドーム内事務所）
 ☎0187-72-2721

　

選
考
は
面
接
で
行
い
ま
す
。

日
時
等
の
詳
細
は
、後
日
、申
込

者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格
／
子
育
て
支
援
に

意
欲
が
あ
り
、
子
育
て
に
関

す
る
知
識・経
験
が
あ
る
方

◆
募
集
人
員
／
２
人

◆
賃
金
／
時
給
７
９
０
円

◆
勤
務
時
間
／
木
、金
、土
曜
の

午
前
10
時
〜
午
後
４
時（
シ
フ

ト
に
よ
る
週
２
日
勤
務
）

※
月
、火
、水
、日
曜
、お
盆
、年
末
年

始
は
休
み

◆
勤
務
場
所
／
子
育
て
支
援
拠

点
施
設「
つ
な
っ
こ
ひ
ろ
ば
」

 

（
西
仙
北
中
央
公
民
館
内
）

◆
申
し
込
み
方
法
／
履
歴
書
を

提
出

※
教
育
職
員
免
許
状
、
ま
た
は
保
育

士
資
格
を
取
得
し
て
い
る
方
は
、

資
格
証
の
写
し
を
添
付

◆
申
込
期
限
／
２
月
19
日（
木
）

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

◆
雇
用
開
始
／
４
月
１
日（
水
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

西
仙
北
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

☎
０
１
８
７（
75
）２
９
７
３

 

〒
０
１
９
―
２
１
１
２

 

刈
和
野
本
町
５

「
つ
な
っ
こ
ひ
ろ
ば
」の
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
募
集

臨時職員募集

農林業センサスマスコット
キャラクター「つっちー」

Tax Info.

２月は国民健康保険
税８期、後期高齢者
医療保険料８期の納
付月です。
忘れずに納期内の完
納をお願いします。
納付期限／

３月２日（月）

シ
ー
ズ
ン
Ⅱ
最
終
回

大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
土地区画整理事務所
 ☎ 0187-63-0542 
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

▲▲▲ ▲
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大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
土地区画整理事務所
 ☎ 0187-63-0542 
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

Tax Info.

２月は国民健康保険
税８期、後期高齢者
医療保険料８期の納
付月です。
忘れずに納期内の完
納をお願いします。
納付期限／

３月２日（月）

市
内
小・中
学
校
の

用
務
員・校
務
員
を
募
集

　

詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求

人
票
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
の
紹
介
状
と
履
歴
書
を

提
出（
郵
送
可
）

◆
雇
用
開
始
／
４
月
１
日（
水
）

交
通
災
害
共
済・

不
慮
の
災
害
共
済

　

加
入
申
込
書
を
だ
い
せ
ん
日

和
２
月
号
と
一
緒
に
配
布
し
て

い
ま
す
。４
月
に
小
学
校
に
入

学
す
る
児
童
は
交
通
災
害
共
済

の
掛
け
金
（
４
０
０
円
）
が
無
料

に
な
り
ま
す
。ご
家
族
で
ぜ
ひ

加
入
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
市
に
住
民
登
録
し
て

い
る
方

◆
共
済
期
間
／
４
月
１
日
か
ら

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

◆
共
済
掛
金
／
年
額

 

【
交
通
災
害
】４
０
０
円

 

【
不
慮
の
災
害
】６
０
０
円

◆
申
込
先
／
各
支
所
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
、環
境
交
通
安
全
課
、

秋
田
銀
行
、北
都
銀
行
、ゆ
う

ち
ょ
銀
行
ま
た
は
郵
便
局
、

羽
後
信
用
金
庫
、
秋
田
お
ば

こ
農
業
協
同
組
合

【
問
い
合
わ
せ
】

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

環
境
交
通
安
全
課

 

内
線
２
３
１

大曲庁舎（本庁）

東日本大震災で市内に
避難されている皆さんへ
全国避難者
情報システムへの
登録をお願いします

　「全国避難者情報システ
ム」に登録すると、避難前
に住んでいた県や市町村
から各種給付の連絡や税、
保険料など、さまざまなお
知らせが届きます。
　なお、避難元に帰る方や
住所が変わる方は避難元の
市町村、または総合防災課
にご連絡ください。
【問い合わせ】
 総合防災課 内線319

　

側
溝
や
水
路
へ
油
が
流
出
し

た
場
合
、
事
故
処
理
費
用
は
原

因
者
に
請
求
さ
れ
ま
す
。油
の

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。万
が
一
、
油
が
流
出
し

た
場
合
は
、
す
ぐ
に
市
役
所
か

消
防
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

環
境
交
通
安
全
課

 

内
線
２
７
７

 

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合

 

消
防
本
部
予
防
課

 

☎
０
１
８
７（
63
）０
３
１
６

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

○
暖
房
設
備
の
配
管
部
分
の
亀

裂
な
ど
が
原
因
の
油
漏
れ
事

故
が
増
え
て
い
ま
す
。定
期

的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

○
灯
油
を
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か

ら
ポ
リ
タ
ン
ク
に
移
す
際
に

は
、そ
の
場
を
離
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。給
油
後
は
タ
ン
ク
の

バ
ル
ブ
が
き
ち
ん
と
閉
ま
っ

た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
屋
根
か
ら
の
落
雪
や
除
排
雪

作
業
に
よ
る
、
配
管
な
ど
の

破
損
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
貯
油
量
が

異
常
に
減
っ
て
い
な
い
か
を

常
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

側
溝
な
ど
へ
の
油
漏
れ
に
注
意

職種 業務内容 勤務場所 募集人員 申込期限 問い合わせ・
申し込み

用
務
員

草刈り、除雪、
樹木の剪定、給
食運搬、文書配
送、学校行事に
関する業務など 小・中学校

のいずれか

20人
程度

２月10日（火）
※郵送の場合
は必着

教育総務課
〒 014-0062
大曲上栄町 2-16
内線 334校

務
員

文書印刷、電話・
来客応対、校内
外環境整備、学
校行事に関す
る業務など

30人
程度

湯
ノ
又
児
童
館
の

管
理
人
を
募
集

　

選
考
は
面
接
で
行
い
ま
す
。

日
時
等
の
詳
細
は
、後
日
、申
込

者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格
／
児
童
厚
生
員
資

格
を
取
得
し
て
い
る
方
、
ま

た
は
採
用
後
に
指
定
の
研
修

を
受
講
で
き
る
方

◆
募
集
人
員
／
２
人
（
火
〜
金
曜

勤
務
１
人
、土・日
勤
務
１
人
）

◆
賃
金
／
時
給
７
９
０
円

◆
勤
務
時
間
／

 

【
火
〜
金
曜
】午
後
１
時
〜
５
時

 

【
土
・
日
、祝
日
、児
童
の
長
期

休
み
中
】
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時

※
月
曜
、お
盆
、年
末
年
始
は
休
み

◆
申
込
方
法
／
資
格
証
の
写
し

と
履
歴
書
を
提
出（
郵
送
可
）

◆
申
込
期
限
／
２
月
16
日（
月
）

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

◆
雇
用
開
始
／
４
月
１
日（
水
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

南
外
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

〒
０
１
９
―
１
９
０
２

 

南
外
下
袋
２
１
８

臨時職員募集

嘱託職員募集
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パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作（
電
源

の
入
切
、
マ
ウ
ス
や
キ
ー
ボ
ー
ド
の

使
い
方
な
ど
）を
学
ぶ
講
座
で
す
。

◆
対
象
／
市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
・
在
学
し
て
い
る
18
歳
以

上
の
方
で
、
パ
ソ
コ
ン
に
始

め
て
触
れ
る
な
ど
の
パ
ソ
コ

ン
初
心
者
の
方

◆
日
時
／
２
月
17
日（
火
）・
18
日

（
水
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◆
会
場
／
大
曲
庁
舎
３
階

 

第
３
委
員
会
室

◆
定
員
／
各
12
人

◆
テ
キ
ス
ト
代
／
５
０
０
円

◆
申
し
込
み
開
始
／

 

２
月
４
日（
水
）午
前
９
時
〜

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

情
報
シ
ス
テ
ム
課

 

内
線
３
８
３

パ
ソ
コ
ン
入
門
教
室

受講者募集

大
仙
市
立
中
学
校
生
徒
海
外
派
遣
事
業
報
告
会

　

市
で
は
毎
年
、
市
内
の
中
学

生
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
派
遣

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し

て
国
際
感
覚
を
養
っ
て
も
ら
う

「
大
仙
市
立
中
学
校
生
徒
海
外

派
遣
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
１
月
３
日
か
ら
11
日

ま
で
、
市
内
の
中
学
生
20
人
が

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ケ
ア
ン
ズ

方
面
を
訪
問
。報
告
会
で
は
生

徒
た
ち
が
自
然
や
人
々
と
の
触

れ
合
い
の
中
で
学
ん
だ
こ
と
を

各
自
の
研
修
テ
ー
マ
に
基
づ
い

て
発
表
す
る
ほ
か
、「
大
仙
市

の
未
来
は
わ
た
し
た
ち
が
つ
く

る
」
と
い
う
視
点
で
話
し
合
い

ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
２
月
16
日（
月
）

 

午
後
３
時
〜
４
時
45
分

◆
会
場
／
仙
北
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】

 

教
育
指
導
課 

内
線
３
２
１ オーストラリアでの体験を通して多くのこと

を学んできた生徒たち

入居者募集

大曲、協和、南外の
市営住宅入居者募集

◆募集住宅／家賃は世帯の所得に
応じて決定

【大曲】
○上大町市営住宅・２戸（３K・S53建築）
 家賃＝13,500～31,100円／月
○船場町市営住宅（母子向け）・１戸

（2LDK・H１建築）
 家賃＝18,400～42,200円／月
【協和】
○境市営住宅・１戸（３DK・S59建築）
 家賃＝18,100～41,600円／月
○野田第２市営住宅・１戸

（３LDK・H２建築）
 家賃＝17,600～40,400円／月
○峰吉川市営住宅・１戸

（３LDK・H５建築）
 家賃＝20,600～47,300円／月
【南外】梨木田市営住宅・１戸

（３LDK・H７建築）
 家賃＝21,000～48,200円／月
◆入居資格／
①同居する親族がいる方（高齢の方
や障がいがある方は単身でも入居で
きる場合があります）
②住宅に困っている方
③収入が条例で定められている収
入基準以下の方
④市町村税に滞納がない方
⑤同居者を含め全員が暴力団員（暴
力団対策法第２条第６号に規定する
暴力団員）でないこと

※入居には市内在住の連帯保証人が１
人必要
◆入居可能日／３月13日（金）
◆申込期間／２月２日（月）から16
日（月）までの午前９時～午後５
時（土・日、祝日を除く）

【問い合わせ・申し込み】
 【大曲】建築住宅課（大曲南庁舎内）
 ☎0187-66-4909
  【協和】協和支所農林建設課
 ☎018-892-3708
 【南外】南外支所農林建設課
 ☎0187-74-3005

神
岡
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室

◆
対
象
／
市
内
在
住
ま
た
は
在

勤・在
学
の
方

◆
期
日
／

○
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
入
門

 

２
月
24
日（
火
）・27
日（
金
）

○
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン

 

３
月
３
日（
火
）・６
日（
金
）・

10
日（
火
）・13
日（
金
）

◆
時
間
／
午
後
２
時
〜
４
時

◆
会
場
／
神
岡
総
合
情
報
セ
ン

タ
ー
Ｉ
Ｔ
研
修
室（
神
岡
庁
舎
内
）

◆
定
員・／
各
コ
ー
ス
12
人

◆
受
講
料
／
各
５
０
０
円

◆
申
し
込
み
開
始
／
２
月
10
日

（
火
）午
前
10
時
〜（
電
話
の
み
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

神
岡
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
１
８
７（
72
）４
６
３
３

受講者募集受講者募集

結
婚
応
援
無
料
相
談
会

◆
対
象
／
結
婚
を
望
む
方（
本
人

の
同
意
を
得
て
い
る
家
族
の
方
）

◆
日
時
／
２
月
８
日（
日
）午
後

４
時
〜
、午
後
４
時
45
分
〜
、

午
後
５
時
30
分
〜
の
全
３
回

◆
会
場
／
市
民
活
動
交
流
拠
点

セ
ン
タ
ー（Anbee

大
曲
２
階
）

◆
定
員・相
談
時
間
／

 

６
人・１
人
40
分（
予
約
制
）

◆
相
談
員
／
菅
原
高
さ
ん（
大
仙

結
婚
を
支
援
す
る
会
）、
高
橋
敏

子
さ
ん（
同
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

大
仙
結
婚
を
支
援
す
る
会

 

渡
邉
じ
ゅ
ん
子
さ
ん

 

☎
０
９
０（
２
８
８
０
）４
２
６
７

※
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

 

男
女
共
同
参
画・交
流
推
進
課

 

☎
０
１
８
７（
88
）８
０
３
９



歳 入
歳入科目 内容

自
主
財
源

市税 市民税・固定資産税・軽自動車税など

使用料・手数料 市営住宅や施設の使用料、戸籍や諸証明の手数料、
ごみ処理などの手数料

分担金・負担金 保育料など
財産収入 市の所有物の運用や売却により得た収入
繰入金 基金などを取り崩したお金
繰越金 前年度から繰り越されたお金
諸収入 貸付金の元利収入など、その他の収入
寄附金 寄付していただいたお金

依
存
財
源

地方譲与税等 国や県から譲与・交付されたお金
地方交付税 市の財政力に応じて国から交付されるお金
国庫支出金 市の事務事業に対する国からの負担金や補助金
県支出金 市の事務事業に対する県からの負担金や補助金
市債 大きな事業を行うときに借りるお金

市の予算の収入源
内容

市民税・固定資産税・軽自動車税など
市営住宅や施設の使用料、戸籍や諸証明の手数料、
ごみ処理などの手数料

市の所有物の運用や売却により得た収入
基金などを取り崩したお金
前年度から繰り越されたお金
貸付金の元利収入など、その他の収入
寄付していただいたお金
国や県から譲与・交付されたお金
市の財政力に応じて国から交付されるお金
市の事務事業に対する国からの負担金や補助金
市の事務事業に対する県からの負担金や補助金
大きな事業を行うときに借りるお金

8

平成 25年度決算の概要

前年比64億9,082万８千円の減

一般会計歳入総額
532億 1,562万４千円

昨年12月の大仙市議会定例会で認定された25年度決算と、
それに基づく財政健全化判断比率、資金不足比率を報告します。

【問い合わせ】財政課 ☎0187-63-1111内線232

大仙市の　 
　　　　　

　を

お知らせしま
す

「お財布事情
」

お知らせしま
す

平成25年度 決算報告

市税

79億2,244万
5千円

14.9%

自主財源
116億9,901万8千円

22.0% 分担金・負担金

億7,483万5千円
0.5%

財産収入
7,051万6千円
0.1%

寄付金
5,361万3千円
0.1%

使用料・手数料

4億8,757 千円
0.9%

2

万4

繰入金
1億1,927万2千円

0.2%

繰越金
8億5,458万1千円

1.6%

諸収入 3.6%
19億1,618万2千円

地方譲与税等
18億6,974万2千円

3.5%
地方交付税
214億9,637万9千円

40.4%

県支出金

39億
7.4%
1,459

千円
万

2

国庫支出金
85億5,143万

16.1%
千円4

市債 10.7%
56億8,445万
千円8

依存財源
415億1,660万5千円

78.0%

歳入
内訳

27
年
度
以
降
は
、
合
併
特
例
期
間
の

終
了
に
よ
り
、
市
の
歳
入
の
大
部
分
を

占
め
る
地
方
交
付
税
が
年
々
減
少
し
ま

す
。
市
で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
行
財
政
改
革
に
努
め
な
が
ら
、

財
政
の
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

財政の健全化の推進

　
25
年
度
決
算
に
お
け
る
全
会
計
の
市

債
残
高
は
１
０
１
２
億
６
１
６
６
万
円

で
前
年
度
よ
り
13
億
１
９
８
９
万
９
千

円
減
少
し
ま
し
た
。
公
債
費
負
担
適
正

化
計
画
に
基
づ
き
、
市
債
発
行
額
の
抑

制
や
繰
上
償
還
を
行
っ
て
き
た
結
果
、

市
債
償
還
負
担
の
尺
度
を
示
す
実
質
公

債
比
率
が
国
の
示
す
基
準
値
の
18
％
を

下
回
る
な
ど
、
将
来
負
担
の
軽
減
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
な
ど
不
測
の
事
態
に
対
応
す

る
た
め
の
財
政
調
整
基
金
残
高
は
、

前
年
比
２
億
５
０
３
７
万
円
増
加
し
、

26
億
５
６
１
５
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

市債発行額を抑制、市債残高が減少

　

25
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、

地
域
中
核
病
院
の
移
転
改
築
事
業
を
核

と
し
た
市
街
地
再
開
発
事
業
や
公
共
施

設
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
事
業

の
ほ
か
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
に
伴
う

交
付
金
事
業
に
よ
り
、
市
町
村
合
併
後

最
大
の
決
算
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
の
差
引
額
（
形
式
収
支
）
は

９
億
１
１
３
万
９
千
円
で
、
こ
れ
か

ら
次
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
財
源

５
５
９
１
万
４
千
円
を
差
し
引
い
た
額

（
実
質
収
支
）
は
８
億
４
５
２
２
万
５
千

円
と
な
り
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
は

黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

一般会計決算額は合併後最大

※８・９ページのグラフや９ページの表に記載されている数値は端数処理をしているため、合計値が一致しない場合があります。
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※（ ）内は早期健全化および経営健全化基準です。数値が（ ）内の基
準値以下なら健全段階と判断されます。市では、すべての数値
が基準内となっています。なお、①・②・⑤については赤字額お
よび資金不足額がなかったため、「なし」と表記しています。

区分 24年度決算 25年度決算
①実質赤字比率 なし （11.76） なし （11.75）
②連結実質赤字比率 なし （16.76） なし （16.75）
③実質公債費比率 18.4 （25.0） 17.6 （25.0）
④将来負担比率 161.3 （350.0） 150.3 （350.0）
⑤資金不足比率 なし （20.0） なし （20.0）

健全化判断比率と資金不足比率 ①実質赤字比率…福祉、教育など、まちづくりを行う一般会計
等の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示します。
②連結実質赤字比率…公営企業を含む全ての会計の赤字
や黒字を合算して、市全体としての赤字の程度を指標
化し、全会計の財政運営の深刻度を示します。

③実質公債費比率…市の借金の返済額と、これに準じる額
の割合を指標化し、資金繰りの危険度を示します。
④将来負担比率…市の借金や将来支払わなければならない
負担金等の残高の程度を指標化し、将来財政を圧迫する
可能性が高いかどうかを示します。
⑤資金不足比率…公営企業の資金不足を、料金収入の規模
と比較して指標化し、経営状況の深刻度を示します。

用
語
解
説

前年比64億 4,427万 1千円の減

一般会計歳出総額
523億 1,448万５千円

歳 出
歳出科目 内容
議会費 議会の運営に使われるお金

総務費 庁舎、広報、徴税、戸籍・住民基本台帳、選挙
などのお金

民生費 障がい者、高齢者、児童、生活保護などのお金

衛生費 市民の健康保持（健診事業）など保健衛生、ごみ・
し尿処理などのお金

労働費 出稼ぎ支援や雇用対策などに使われるお金
農林水産業費 農業、林業、畜産業などのお金
商工費 商業や工業、観光振興などのお金
土木費 都市計画整備、道路、河川、公園などのお金
消防費 消防や水防などのお金
教育費 教育やスポーツ施設、公民館、図書館などのお金

災害復旧費 災害で受けた被害の復旧に使われるお金
公債費 市債等の元金や利子の返済分

このようなことにお金が使われています

大仙市の「お財布事情」をお知らせします―平成25年度決算報告

議会費
3億2,316万5千円

0.6%

総務費
54億8,411万

10.5%
1千円

民生費
125億966万4千円

23.9%

衛生費
57億4,135万7千円

11%

労働費
1億9,547万5千円

0.4%
農林水産業費

33億8,159万6千円
6.5%

商工費
16億7,479万6千円
3.2%

土木費
107億852万円

20.5%

消防費
22億1,576万円
4.2%

教育費
40億4,685万6千円
7.7%

災害復旧費
1億7,789万9千円

0.3%

公債費
58億5,528万6千円
11.2%

歳出
内訳

平成25年度特別会計決算
歳入 歳出 差引額

国民健康保険事業
103億6,337万2千円 101億7,271万5千円 1億9,065万7千円

後期高齢者医療
8億6,104万 3千円 8億5,863万 4千円 240万 9千円

土地区画整理事業
22億 6,159万1千円 22億5,198万円9千円 960万2千円

学校給食事業
10億155万6千円 10億135万 3千円 20万3千円

奨学資金
3,172万 6千円 3,090万 8千円 81万8千円

簡易水道事業
10億 8,727万 8千円 10億 8,704万 3千円 23万5千円

 公共下水道事業
16億 8,728万円 16億 8,458万 8千円 269万2千円

特定環境保全公共下水道事業
7億 3,693万円 7億3,688万2千円 4万8千円

特定地域生活排水処理事業
2,493万7千円 2,490万5千円 3万2千円

農業集落排水事業
12億 2,968万 6千円 12億2,966万 8千円 1万8千円

老人デイサービス事業
4,951万 9千円 4,951万 9千円 0円

スキー場事業
7,967万 8千円 7,374万7千円 593万1千円

内小友財産区
44万6千円 34万5千円 10万1千円

大川西根財産区
877万5千円 787万7千円 89万8千円

荒川財産区
174万円 122万1千円 51万9千円

峰吉川財産区
528万 4千円 229万7千円 298万7千円

船岡財産区
138万2千円 102万円 36万2千円

淀川財産区
304万 3千円 247万9千円 56万 4千円

特別会計合計
194億3,526万6千円 192億1,719万円 2億1,807万7千円
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
市
政
に
反
映
さ

せ
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
よ
る
「
市
民
に
よ
る
市
政

評
価
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
が
進
め
る「
健
康
福
祉
」「
教

育
」「
産
業
」「
都
市
基
盤
」「
環

境
・
安
全
」「
地
域
情
報
・
交
流
・
行

政
運
営
」
の
各
分
野
で
設
定
し
た

24
項
目
に
つ
い
て
、「
ど
の
く
ら

い
満
足
し
て
い
る
か（
満
足
度
）」と

「
ど
の
く
ら
い
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
か（
重
要
度
）」を
そ
れ
ぞ
れ
、

「
満
足・重
要
＝
５
」「
ま
あ
満
足・

や
や
重
要
＝
４
」「
ど
ち
ら
と
も

左の図は、満足度を縦軸、重要度
を横軸として24項目の度合いを示
したもので、図の右上にあるほど
満足度・重要度が高く、左下にあ
るほど満足度・重要度が低いこと
を表しています。
　この図は市政について満足度と
重要度の関係から４つのエリアに
分けて考えることができます。エ
リアを分ける基準は満足度・重要
度の平均が交わるところです。

【図】各項目についての満足度・重要度の関係図

と
し
て
、
さ
ら
に
事
業
を
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

右
下
の
エ
リ
ア
に
位
置
す
る「
就

業
支
援
」「
安
全・安
心
体
制
」「
産

業
振
興
」「
公
共
交
通
」「
行
財
政

運
営
」
は
重
要
度
が
高
い
が
満
足

度
が
低
い
項
目
で
、
他
の
項
目
と

比
べ
て
優
先
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

特
に「
就
業
支
援
」は
重
要
度
が

高
く
、
満
足
度
が
最
も
低
い
結
果

と
な
り
、市
に
と
っ
て
最
も
重
要
な

課
題
で
す
。

満
足
度・重
要
度
と
も
に

動
き
小
さ
く

　

左
の
表
で
は
、
各
項
目
の
内

容
、
満
足
度
・
重
要
度
の
数
値
の

ほ
か
、
評
価
が
昨
年
度
と
比
べ
て

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
と
比
較
し
て「
満
足
度
」

「
重
要
度
」と
も
に
全
体
的
な
動
き

が
小
さ
く
、
昨
年
度
の
水
準
を
お

い
え
な
い
＝
３
」「
や
や
不
満
・
あ

ま
り
重
要
で
な
い
＝
２
」「
不
満・

重
要
で
は
な
い
＝
１
」
の
５
段
階

で
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
さ
ら
に
進
め
る
べ
き
と

考
え
る
取
り
組
み
を
選
択
し
て
い

た
だ
き
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
施

策
を
確
認
し
ま
し
た
。

調
査
結
果
の
分
析
か
ら　

優
先
課
題
を
再
確
認

　

ペ
ー
ジ
下
の
重
要
度
と
満
足
度

の
関
係
図
中
、右
上
の
エ
リ
ア
に
位

置
す
る「
学
校
教
育
」「
衛
生
環
境
」

な
ど
の
項
目
は
、重
要
度
・
満
足
度

が
と
も
に
高
く
、「
大
仙
市
の
強
み
」

平成26年度
市民による
市政評価

皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に

【
問
い
合
わ
せ
】 

総
合
政
策
課  

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１  

内
線
２
２
９

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
市
の
取
り
組
み
を
チ
ェ
ッ
ク

市
の
取
り
組
み
の
満
足
度
・
重
要
度
は
？
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お
む
ね
維
持
で
き
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。し
か
し
、「
社
会
福
祉
」
は

「
満
足
度
」
が
０
・
１
９
ポ
イ
ン
ト

下
降
し
、
順
位
も
８
位
か
ら
12
位

と
下
が
り
ま
し
た
。母
子
・
父
子
福

祉
、障
が
い
者
福
祉
、高
齢
者
福
祉

な
ど
に
よ
り
一
層
力
を
入
れ
、
す

べ
て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
度
と
同
様
に
厳
し
い
評
価

を
い
た
だ
い
た「
就
業
支
援
」は
引

き
続
き
力
を
入
れ
取
り
組
む
べ
き

課
題
で
す
。国
・
県
の
施
策
や
経
済

状
況
に
左
右
さ
れ
や
す
い
た
め
、

難
し
い
側
面
を
も
っ
て
い
ま
す

が
、
特
に
若
年
者
を
中
心
に
雇
用

順位 項目 満足度 重要度

（自然保護）緑豊かな自然環境の保全 3.46 3.83
（学校教育）
学習意欲と能力を養う学校教育 3.41 4.18
（衛生環境）
衛生的な環境整備やゴミの減量化 3.35 4.07
（上・下水道）快適な暮らしの基盤
となる上・下水道の整備 3.30 3.94
（生涯学習）多様な学習機会から生
涯を通じて学び、活かせる暮らし 3.18 3.78
（保健・医療）健康増進、介護予防に
すすんで取り組める環境や医療体制 3.15 4.30
（スポレク）スポーツ・レクリエー
ションを通した豊かな生活の実現 3.13 3.54
（住環境）
市営住宅や宅地、公園・緑地の整備 3.11 3.64
（子育て支援）
安心して子育てができる社会環境 3.11 4.35
（交通インフラ）利便性の高い幹線
道路と生活を支える道路の整備 3.06 3.95
（芸術・文化）
芸術・文化活動、文化財に触れる機会 3.04 3.54
（社会福祉）母子・父子福祉、障が
い者福祉、高齢者福祉などの充実 3.02 4.16
（地域福祉）地域住民、民間事業者、行
政などが助け合い支えあう福祉体制 3.01 3.94
（安全・安心体制）
消防・防災体制や雪対策の強化 2.96 4.37
（協働）市民と行政の協働など、協
力して高めあう地域づくり 2.93 3.74
（参画・交流）市を訪れる人が魅力
に感じる、温かみのある地域づくり 2.92 3.85
（地域活性化）住民によるまちづく
りが可能な地域社会の形成 2.92 3.72
（市街地形成）既存市街地を中心に
コンパクトな市街地の形成 2.83 3.53
（行財政運営）
市の行財政運営の効率化 2.78 3.95
（公共交通）
長寿社会に対応した公共交通の確保 2.76 3.98
（産業創出・支援）魅力ある産業の
創出や市民の起業に対する支援 2.70 3.89
（産業振興）
農林業、商工業を中心とした産業振興 2.69 4.01
（観光振興）豊かな地域資源や交通
の利便性を活用した観光振興 2.64 3.91
（就業支援）
就業希望者に対するさまざまな支援 2.41 4.38

1
2
3
4
5
6
7
8
9

11
10

12

24

19

14

23

18

13

22

17

21

16

20

15

「平成26年度  市民による市政評価」
調査対象／1,002人
調査時期／平成26年５月23日～６月６日
総有効回答数／408         回収率／40.7％

【表】    各項目の満足度・重要度と昨年度と
の比較（満足度の高い項目順）

アンケート結果の詳細は市のホームページで公表しています　 http://www.city.daisen.akita.jp/bunya/shiseihyoka/

満足度・重要度は、アンケート調査で選択された点数の合計を
有効回答数で割って算出しています。
　  は前年度に比べて上昇、　   は下降、 　  は前年度とほぼ同じ
数値であることを示しています。

分
野
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い

き
ま
す
。

分
野
ご
と
の
さ
ら
に
推
進

す
べ
き
取
り
組
み

　

健
康
福
祉
分
野
の
「
地
域
医

療
体
制
の
整
備
」、
教
育
分
野
の

「
学
校
教
育
の
充
実
」、
産
業
分
野

の「
雇
用
へ
の
支
援
」、
都
市
基
盤

分
野
の「
生
活
道
路
の
整
備
」、
環

境
・
安
全
分
野
の「
除
排
雪
体
制
の

充
実
・
整
備
」、地
域
情
報
・
交
流
・

行
政
運
営
分
野
の
「
公
共
施
設
の

見
直
し
」
が
各
分
野
の
推
進
す
べ

き
取
り
組
み
と
し
て
上
位
に
な
り

ま
し
た
。

全
庁
で
共
通
認
識
を
深
め

ま
ち
づ
く
り
に
活
用

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

は
、市
役
所
の
各
担
当
課
で
共
有
。

皆
さ
ん
の
意
見
に
つ
い
て
共
通
認

識
を
持
ち
な
が
ら
事
業
を
進
め
、

よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
の
望
む
市
政

に
近
づ
け
る
よ
う
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
活
用
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
来
年
度
も
広
く
皆
さ

ん
の
意
見
を
伺
う
た
め
、
市
民
に

よ
る
市
政
評
価
を
行
う
予
定
で

す
。た
く
さ
ん
の
意
見
を
市
政
運

営
に
役
立
て
る
た
め
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。



身
近
な
テ
ー
マ
を
通
し
て
男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考

え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
づ
く
り
、

学
習
活
動
の
一
環
と
し
て
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
コ
ン
ク
ー
ル
。今
年

度
は
テ
ー
マ
を「
未
来
の
自
分
へ
」

と
し
た
絵
て
が
み
を
募
集
し
ま
し

た
。小
・
中
学
生
の
部
、高
校
生
・

一
般
の
部
合
わ
せ
て
１
９
６
点
の

応
募
が
あ
り
、審
査
の
結
果
、入
賞

作
品
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。入
賞
作
品
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ

か
、
男
女
共
同
参
画
活
動
拠
点
コ

ー
ナ
ー
（Anbee
大
曲
２
階
・
市
民
活

動
交
流
拠
点
セ
ン
タ
ー
内
）に
展
示
し

て
い
ま
す
。作
品
は
、男
女
共
同
参

画
推
進
事
業
の
普
及
・
啓
発
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。た
く

さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

絵
て
が
み
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す

高
校
生
・

一
般
の
部 【最優秀賞】藤原陽介さん（大曲）

【
優
秀
賞
】高
橋
睦
さ
ん（
大
曲
）

【
佳
作
】千
葉
綾
さ
ん（
中
仙
）

【
佳
作
】佐
々
木
梨
那
さ
ん

（
協
和
中
２
年
）

【
佳
作
】今
野
奈
々
瀬
さ
ん

（
協
和
中
３
年
）

【
問
い
合
わ
せ
】 
男
女
共
同
参
画・交
流
推
進
課 

☎
０
１
８
７（
88
）８
０
３
９

12



小
・
中
学
生
の
部

【
最
優
秀
賞
】鈴
木
菫
さ
ん（
大
曲
中
２
年
）

【
優
秀
賞
】豊
嶋
沙
耶
香
さ
ん（
協
和
中
３
年
）

【
優
秀
賞
】新
田
大
稀
さ
ん（
仙
北
中
２
年
）

【佳作】岩田怜馬さん（中仙小６年）

【佳作】熊谷萌瑛さん（中仙小６年）

【佳作】藤田仁志さん（四ツ屋小６年）

【佳作】加藤有夏さん（協和中３年）
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14

こ
こ
ろ
が

元
気
に
な
る
川
柳

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
何
気

な
い
毎
日
の
中
で
見
つ
け
た
自

分
自
身
や
家
族
・
友
人
・
地
域
の「
元
気
」

を
テ
ー
マ
に『
こ
こ
ろ
が
元
気
に
な
る
』

川
柳
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

い
の
ち
の
尊
さ
や
こ
こ
ろ
の
健
康
に

あ
ら
た
め
て
向
き
合
い
考
え
て
ほ
し
い
、

川
柳
に
触
れ
て
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
元

気
を
分
け
合
い
地
域
全
体
が
元
気
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
を
込
め
て
募
集

し
た
と
こ
ろ
、小
学
生
の
部
10
句
、中
学

生
・
高
校
生
の
部
２
８
８
句
、一
般
の
部

14
句
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。審
査
の

結
果
、
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。入
賞
作
品

は
心
の
健
康
づ
く
り
事
業
の
普
及
・
啓

発
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】 

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー  

☎
０
１
８
７（
62
）９
３
０
１ 

入
賞
作
品
紹
介

中
学
生・高
校
生
の
部

【
最
優
秀
賞
】

声
か
け
よ
う
ジ
イ
バ
ア
だ
ら
け
の
町
だ
か
ら

鈴
木
壮
人
さ
ん（
平
和
中
３
年
）

【
優
秀
賞
】

「
あ
り
が
と
う
」笑
顔
に
な
れ
る
愛
言
葉

伊
藤
真
央
さ
ん（
南
外
中
３
年
）

大
丈
夫
わ
た
し
は
あ
な
た
の
味
方
だ
よ

久
米
杏
奈
さ
ん（
修
英
高
３
年
）

【
入
選
】

転
ん
で
も
立
ち
上
が
る
君
は
ひ
か
っ
て
る

菊
地
海
音
さ
ん（
南
外
中
１
年
）

食
卓
で
今
日
の
出
来
事
盛
り
上
が
る

熊
谷
ま
ゆ
か
さ
ん（
豊
成
中
１
年
）

母
さ
ん
の
つ
く
っ
た
ご
飯
回
復
薬

佐
藤
碧
姫
さ
ん（
平
和
中
１
年
）

〈
講
評
〉

　

目
に
す
る
人
に
若
さ
や
元
気
を
与
え
る

作
品
、
友
だ
ち
を
励
ま
す
作
品
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。

一
般
の
部

【
最
優
秀
賞
】

子
等
遊
ぶ
元
気
な
声
に
希
望
も
ら
う

俵
谷
庸
子
さ
ん（
西
仙
北
）

【
優
秀
賞
】

寿
命
ま
で
自
活
の
で
き
る
心
掛
け

皆
川
峰
夫
さ
ん　
（
太
田
）

ひ
た
む
き
な
君
の
ひ
と
み
に
さ
さ
え
ら
れ

藤
井
貴
子
さ
ん　
（
大
曲
）

【
入
選
】

思
い
や
る
あ
な
た
の
背
中
が
ま
ぶ
し
い
ね

菊
地
勇
一
さ
ん　
（
大
曲
）

ま
ち・む
ら
の
絆
い
き
い
き
老
人
ク

櫻
田
展
也
さ
ん　
（
大
曲
）

児
等
の
笑
み
貰も

ら

っ
て
や
さ
し
く
夕
の
卓

佐
々
木
惠
子
さ
ん（
大
曲
）

〈
講
評
〉

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
元
気
を
も
ら
う
と
い

っ
た
内
容
の
作
品
、
家
族
だ
ん
ら
ん
の
様

子
を
思
わ
せ
る
作
品
な
ど
家
族
に
目
を
向

け
て
表
現
さ
れ
た
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。

【
最
優
秀
賞
】

あ
り
が
と
う
み
ん
な
で
使
う
と
う
れ
し
い
ね

田
口
青
遼
さ
ん    （
東
大
曲
小
３
年
）

【
優
秀
賞
】

あ
い
さ
つ
で
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

入
江
帆
美
さ
ん        （
花
館
小
１
年
）

そ
の
笑
顔
勇
気
と
元
気
が
お
と
ず
れ
る

奥
山
美
咲
さ
ん    （
東
大
曲
小
６
年
）

【
入
選
】

あ
り
の
ま
ま
自
分
の
笑
み
を
咲
か
せ
よ
う

佐
々
木
涼
葉
さ
ん（
東
大
曲
小
６
年
）

笑
い
あ
う
そ
の
時
間
こ
そ
元
気
の
も
と

高
橋
凜
子
さ
ん    （
東
大
曲
小
６
年
）

手
を
さ
し
の
べ
て
君
の
勇
気
と
や
さ
し
さ
で

長
澤
佑
真
さ
ん    （
東
大
曲
小
６
年
）

〈
講
評
〉

　

子
ど
も
た
ち
の
優
し
く
素
直
な
気
持
ち

が
表
現
さ
れ
て
い
る
良
い
作
品
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。

小
学
生
の
部

元
気
で
す
か
？
あ
な
た
の「
こ
こ
ろ
」

元
気
で
す
か
？
あ
な
た
の「
こ
こ
ろ
」

元
気
で
す
か
？
あ
な
た
の「
こ
こ
ろ
」

い
の
ち
の
尊
さ
、「
こ
こ
ろ
」の
健
康
考
え
ま
せ
ん
か
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こ
こ
ろ
の
体
温
計
で

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

日々
の
暮
ら
し
の
中
で
元
気
を

与
え
た
り
、与
え
ら
れ
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
一
人
一
人

の
心
が
元
気
で
あ
れ
ば
こ
そ
。

　

し
か
し
、
こ
こ
ろ
の
健
康
は
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。疲
れ
や
不
調

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
悪
化
し

て
し
ま
い
ま
す
。ま
ず
は
、自
分
や
大

切
な
方
の
こ
こ
ろ
の
状
態
を
知
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

　
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
は
、
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
か
ら
簡
単
な
質
問
に

答
え
る
だ
け
で
、
気
軽
に
ス
ト
レ
ス

度
、
落
ち
込
み
度
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き

る
シ
ス
テ
ム
。健
康
状
態
や
人
間
関

係
、
住
環
境
な
ど
の
質
問
に
答
え
る

と
、
ス
ト
レ
ス
度
や
落
ち
込
み
度
が

猫
や
水
槽
で
泳
ぐ
金
魚
の
イ
ラ
ス
ト

と
し
て
表
示
さ
れ
ま
す
。自
分
自
身

の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
家
族
な
ど
大
切

な
人
の
チ
ェ
ッ
ク
も
で
き
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
体
温
計
と
は
？

携帯電話用
２次元バーコード

利
用
の
方
法
は
？

　

利
用
は
パ
ソ
コ
ン
か
らhttps://

fishbowlindex.jp/daisen/

に
ア
ク

セ
ス
す
る
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（www.city.daisen.akita.jp

）
か
ら
利
用

で
き
ま
す
。（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
↓
健
康
・
病

気
↓
こ
こ
ろ
の
健
康　

健
康
）
携
帯
電
話

か
ら
は
左
の
２
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を

読
み
取
り
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

シ
ス
テ
ム
利
用
は
無
料
で
す
が
通
信
料

が
か
か
り
ま
す
。

※ 

医
学
的
診
断
を
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

チ
ェ
ッ
ク
結
果
と
合
わ
せ
て
相
談

機
関
の
情
報
も
表
示
さ
れ
ま
す
。結

果
は
あ
く
ま
で
目
安
で
す
。結
果
に

か
か
わ
ら
ず
心
配
な
こ
と
が
あ
る
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
臨
床
心
理
士
等
の
資
格
を
持
つ

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
や
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

※
要
予
約

◆ 

相
談
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分（
土
・
日
、祝
日
を

除
く
）

◆
会
場
／
大
曲
保
健
セ
ン
タ
ー 

◆
相
談
料
／
無
料

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】  

 

「
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
」

 

（
大
曲
保
健
セ
ン
タ
ー
内
） 

 

☎
０
１
８
７（
62
）９
３
０
４

ど
ん
な
メ
ニ
ュ
ー
が

あ
る
の
？
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「
ほ
っ
とス
ペ
ー
ス
」

心
の
悩
み
に
関
す
る

ご
相
談
に
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
応
じ
ま
す

☎ 0187-62-9304

一人で悩まず
気軽にご相談ください
「ほっとスペース」

元気ですか？あなたの「こころ」



わ
せ
。事
前
の
備
え
で
命
を
守
ろ
う
―
。

雪下ろしは危険と隣り合
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各支所市民サービス課、総合防災課 ☎0187-63-1111 内線287
最寄りの消防署・分署、大曲仙北広域市町村圏組合大曲消防署 ☎0187-63-0151

【問い合わせ】 

毎年、雪下ろしの事故が発生し、尊い命が失われるケースもあります。雪下ろしは常に危
険と隣り合わせの作業。事故に遭わないために、特に次のことに注意しましょう。

※このほかの注意事項などは市ホームページ（http://www.city.daisen.akita.jp/）にも掲載しています。

○巻結び
ロープの端末や途中で、物を結ぶときなどに適している結び方。命綱の先端を雪止めやアン
カーなどに固定する際や、屋根の上にスコップなどを引き上げる際に適した結び方です。

ロープを奥へ巻き、右
からもってきたロープ
を左上へ返す

棒とロープの間を通し
上へ返す

結束部は、ロープの入
る方向と出る方向を平
行にする

解けにくくするために
「半結び」をする

先端部分を10㌢程度残
して締める

▶ ▶ ▶ ▶

安全な作業で
雪下ろしの事故を防ごう

○もやい結び
ロープの太さにかかわらず結びやすく、解きやすいという特徴があります。
安全確実な方法で、命綱として安全帯に結ぶ場合に適した結び方です。

ロープ先端部分より
手前に輪を作り、先
端を輪の中に通す

輪に通した先端部分
を元のロープの下へ
通し、元ロープをく
ぐらせた先端を再び
輪の中に通す

先端部分が輪の中
に入る方向と出る
方向を同じにし、結
束部分を引っ張る

余った先端部分を
回し「半結び」をして
締める

余った先端部分の
長さは10㌢程度に
する

▶ ▶ ▶ ▶

命綱として、安全帯
と併用を

命綱の固定に

▶事前の準備
○頭部の保護のため、必ずヘルメットを着用する
※ヘルメットは各支所市民サービス課と総合防災課、大曲地
域の各公民館で貸し出ししています。
○緊急時の連絡のため、携帯電話を持つ
○着膨れに注意し、身動きしやすい服装にする
○靴は厚底ではなく、足裏の感覚が分かるものを、
滑りにくいものを履く

▶作業中の事故防止
○転落防止のため、命綱と安全帯を着用する（綱の結
び方は写真を参照）

※万が一転倒や落下した場合でも必ず屋根の上で留まる長
さに調整すること
○はしごの足元を固め、ロープなどで固定する
○はしごは75度程度に立て、はしごからの最初の１
歩と最後の１歩は特に気を付ける
○複数人で作業する
○綱固定用のアンカーやロープは、専用の器具を事
前に設置したり、作業をする反対側の柱や木など
に結びつける
○屋根の上から始め、軒先は最後に落とす

滑りにくいものを履く

ヘルメットと命綱、安全帯を
着用しましょう
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つ
い
に
、
だ
い
せ
ん
の
高
校

が
甲
子
園
へ
！
大
曲
工
高

野
球
部
が
第
87
回
選
抜
高
等
学

校
野
球
大
会
（
春
の
セ
ン
バ
ツ
）
に
出

場
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

創
部
52
年
目
を
迎
え
た
同
部
の
甲

子
園
出
場
は
、
春
夏
通
じ
て
今
回

が
初
め
て
。大
仙
市
勢
の
出
場
は

１
９
６
３（
昭
和
38
）年
春
の
大
曲
農

高
以
来
、52
年
ぶ
り
の
快
挙
で
す
。

　

同
部
は
県
代
表
と
し
て
秋
季
東

北
大
会
に
出
場
。甲
子
園
出
場
を

目
指
す
各
県
代
表
校
と
の
白
熱
の

接
戦
を
も
の
に
し
て
勝
ち
進
み
ま

し
た
。決
勝
で
は
甲
子
園
の
常
連
・

仙
台
育
英
（
宮
城
県
）
に
敗
れ
た
も

の
の
、
大
会
を
通
じ
て
粘
り
強
い

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
光
り
ま
し
た
。

　

春
季
・
秋
季
の
県
大
会
で
は
通

算
５
回
優
勝
し
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
夏
の
県
予
選
で
は
最
高

成
績
が
ベ
ス
ト
４
に
留
ま
る
な

ど
、
こ
れ
ま
で
甲
子
園
に
あ
と
一

歩
届
か
な
か
っ
た
同
部
。悲
願
だ

っ
た
出
場
切
符
を
手
中
に
収
め
、

夢
の
舞
台
に
向
け
、
士
気
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。部
員
の
大
半
は
、大

仙
市
・
仙
北
市
・
美
郷
町
で
暮
ら
す

「
地
元
の
高
校
生
」。大
曲
工
高
ナ

イ
ン
の
甲
子
園
で
の
活
躍
を
応
援

し
ま
し
ょ
う
！

大曲工高野球部が
「春のセンバツ」出場決定！

第87回選抜高等学校野球大会

← 秋季東北高校野球大会で強豪・花巻東高を破り
応援スタンドに駆け寄る大曲工高ナイン

師
走
の
都
大
路
を
舞
台
に
、都

道
府
県
代
表
47
校
と
地
区

代
表
11
校
の
合
計
58
校
が
激
突
し

た
男
子
第
65
回
全
国
高
等
学
校
駅

伝
競
走
大
会（
12
月
21
日
・
京
都
府
）。

秋
田
県
代
表
で
、
大
仙
市
出
身
の

高
校
生
が
在
籍
す
る
秋
田
工
高
チ

ー
ム
が
県
高
校
記
録
を
更
新
す
る

第
４
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

駅
伝
は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
と
同
じ

42・１
９
５
㌔
の
コ
ー
ス
で
７
人
の

ラ
ン
ナ
ー
が
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま

す
。同
チ
ー
ム
は
７
人
の
メ
ン
バ
ー

の
う
ち
、
３
人
が
大
仙
市
出
身
。同

チ
ー
ム
の
主
将
で
、
昨
年
の
長
崎

国
体
陸
上
競
技
男
子
Ａ
５
０
0
０

㍍
で
３
位
入
賞
の
県
高
校
記
録
保

持
者
、湊
谷
春
紀
さ
ん（
神
岡
・
３
年
）

と
、
２
年
連
続
で
全
国
大
会
に
臨

ん
だ
續
木
悠
也
さ
ん（
協
和
・
同
）、石

井
僚
さ
ん（
大
曲・同
）で
す
。

　

レ
ー
ス
で
は
、第
１
区（
10
㌔
）の

湊
谷
さ
ん
と
第
２
区
（
３
㌔
）
の
續

木
さ
ん
が
４
位
で
た
す
き
を
つ
な

ぎ
チ
ー
ム
を
勢
い
づ
け
る
と
、
後

続
ラ
ン
ナ
ー
は
そ
の
ま
ま
上
位
を

う
か
が
う
好
位
置
を
キ
ー
プ
。第

６
区
（
５
㌔
）
の
石
井
さ
ん
も
４
位

で
た
す
き
を
ア
ン
カ
ー
へ
。３
人

の
活
躍
は
県
勢
躍
進
の
大
き
な
原

動
力
と
な
り
ま
し
た
。

だいせんの高校生ランナーが
都大路で県記録更新の快走！

男子第65回全国高等学校駅伝競走大会

← ２年連続20回目出場で過去最高の４位入賞を果
たした秋田工高チーム。前列左から１人目が湊谷
さん、同２人目が續木さん、同６人目が石井さん

大仙市出身の高校生が全国大会に
活躍の場を広げています。
ここでは、全国高校駅伝と春のセン
バツに関する話題を紹介します。The Track of Glory

写真提供＝秋田魁新報社

写真提供＝秋田魁新報社

広報見聞録 Daisen News Topics
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【だいせんニューストピックス】

功
績
を
た
た
え
て
―  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

表
彰・感
謝
状

　佐藤あや子さん＝大曲＝が、
結婚支援の積極的な取り組み
が評価され、ベビーウェーブ・
アクション会長表彰（秋田県知
事表彰）を受けました。
　佐藤さんはあきた結婚支援
センターの結婚サポーター。
大仙結婚を支援する会会員も
務め、行政や民間団体と連携
し、出会いや結婚に関する相
談役として活躍しています。

佐藤あや子さん
-秋田県知事表彰-

　髙貝久遠さん＝太田＝が、長
年にわたる地域の農業農村整
備事業の推進活動が認められ、
農林水産大臣から土地改良事
業功績者表彰を受けました。
　髙貝さんは現在、全国土地
改良事業団体連合会理事や秋
田県土地改良事業団体連合会
会長、秋田県田沢疎水土地改
良区理事長などを務め、農村
生活の向上に尽力しています。

髙貝久遠さん
-農林水産大臣表彰-

　大仙市PTA連合会による第17回PTA連合会研修会が
１月７日、仙北ふれあい文化センターで行われ、約180
人が参加しました。
　研修会では、「子どもたちが輝く読書活動」と題し
て羽後町立図書館長の原田真裕美さんが講演。子ども
司書養成講座や朗読コンサート、親子で同じ本を読み
お互いに感じたことを話す「家読」（うちどく）など、本
を通じて家庭・学校・地域の連携を深める活動とその
繋がりの中で子どもたちが成長する様子を紹介しま
した。また、原田さんによる読み聞かせが行われ、参加
者は本の存在感や物語のもつ力を感じながら聞き入
っていました。

［写真］子どもの成長と読書との関係について語る原田さん

PTA連合会研修会
子どもたちの豊かな成長を願う

　中仙地域清水地区の八坂神社で１月18日、ぼんでん
奉納が行われました。
　無病息災や五穀豊穣などを願い行われている同神
社のぼんでん奉納。450年以上の歴史があり、社殿に
ぼんでんを奉納する際に男衆がもみ合いを行う、けん
かぼんでんとして知られています。
　今年は清水小学校の子どもたちが２本、地元集落が
３本の計５本を奉納。境内は、ぼんでん歌が高らかに
響き、子どもたちや男衆がもみ合う歓声で熱気に包ま
れました。

八坂神社ぼんでん奉納
地域の男衆が勇壮にぼんでんを奉納

［写真］歓声の中、男衆が威勢よく社殿へぼんでんを奉納

　太田南小学校（小笠原重夫校
長）が、地域が一体となって子ど
もたちを育む仕組みづくりを推
進したことが評価され、文部科
学大臣から表彰を受けました。
　同校では学校・家庭・地域が
連携し、教科の学習やバリア
フリー体験、食育授業などで
地域ぐるみの教育支援活動を
実施。地域の活性化につなげ
ています。

太田南小学校
-文部科学大臣表彰-
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広報見聞録

　大曲地域在住のキエノさんは、大正４年１月
７日生まれ。清一郎さんと結婚し、４人の男の
子に恵まれました。昭和10年に理容業を開業。
77歳までの50年間、理容師として仕事に励み
ました。現在は耳が不自由ですが、健康でおし
ゃべりと歌を歌うのが大好き。また、やわらか
く甘い食べ物やサイダーが大好物だそうです。

甘いものとサイダーがお気に入り
藤井 キエノ さん

寿
ことぶき

百
ひゃく

歳
さい 在宅で百歳を

迎えられた
皆さんをご紹介します

　「50年後のエコハウスを考えよう」が12月９日、大曲
中学校で行われ、同中の２年生242人が参加しました。
　技術・家庭科出前講座としてやまと建築設計事務所
代表の松塚智宏さんを講師に迎えて行われた、前編・
後編の全２回の授業。前編では生徒たちが「どうした
ら環境に優しい家になるのか」をテーマに50年後の技
術で設計。後編の今回は、前編で作成した設計図を基
に発表しあい、家づくりをとおしてエコを考えました。
　松塚さんは「日本は技術はあるのに環境分野では後
進国。外国ではすでに温室効果ガスを排出しない家づ
くりを進めている」と話す一方、「将来は仕事でも家庭
でもエコな視点をもってほしい」と呼びかけました。

［写真］中学生の発表に耳を傾ける松塚さん（写真右）

大曲中学校「エコハウスを考えよう」
「エコな視点」を心にもとう

　株式会社協和振興開発公社
（久米正雄代表取締役・写真右端）
が、陸上自衛隊の教育訓練へ
の協力に対して防衛省陸上幕
僚長から感謝状を受けました。
　同社は、運営する協和スキ
ー場を陸上自衛隊救難隊の雪
中訓練の際に訓練会場として
提供しており、防衛基盤の充
実と隊員の訓練環境の向上を
支援しています。

協和振興開発公社
-防衛省から感謝状-

【名人戦】優勝＝船橋隆一（青
森県）、準優勝＝佐藤弘康（秋田
県）、第３位＝旦代一男（青森
県）【Ａ級】優勝＝花井秀隆（宮
城県）、準優勝＝平野智倫（同）、
第３位＝賽槻雅樹（同）【Ｂ級】
優勝＝金田亘平（山形県）、準優
勝＝小松恒（大仙市）、第３位＝
佐々木利盛（大仙市）【Ｃ級】優
勝＝冨岡佳之（大仙市）、準優勝
＝高橋茂（美郷町）、第３位＝佐
藤幹司（秋田市）【小学生の部】
優勝＝藤井悠羽（高梨小６年）、
準優勝＝中田香月（横手南小２
年）〈以上、敬称略〉

（11月16日・ぬく森温泉ユメリア）
第31回東北将棋大会結果

　鎌田信男さん＝西仙北＝（写真左）と小山
田吉伸さん＝同＝が、保護司としての長年
にわたる活動が認められ、法務大臣から
更生保護活動功労表彰を受けました。
　鎌田さんは平成３年から、小山田さん
は平成５年から保護司を務め、それぞれ
現在も活躍中。ともに20年を超えるベテ
ランです。犯罪者の更生や社会復帰の支
援など、犯罪や非行をした人の立ち直り
を支える活動のほか、地域の犯罪・非行の
予防活動などに力を注いでいます。

鎌田信男さん・小山田吉伸さん
-法務大臣表彰-

大会の様子
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【だいせんニューストピックス】

　仙北中学校（高橋克明校長）で全校生徒で取り組む道
徳の授業「いのちの教室」が11月28日、行われました。
　教室は生徒にいのちや生きることについて考えても
らおうと、同校が平成21年からさまざまな人を講師に
招き実施。今回は同校の卒業生で、東日本大震災発生
当時宮城県女川町に住んでいた高橋渉さんが講師と
して招かれ、地震直後の様子や家族と再会したときの
思い、被災経験から感じたことを後輩に伝えました。
　講演を聴いた生徒は「常に防災意識を忘れないよう
にしたい」「家族など大切な人との時間を大事にした
い」と感想を発表。先輩の言葉から多くのことを学び
感じたようでした。

［写真］東日本大震災直後の実体験を語る高橋さん

仙北中学校の道徳授業「いのちの教室」
後輩へ伝える被災経験

　大仙市交通指導隊（小松晃隊長・隊員92人）と大仙市防
犯指導隊（高橋俊治隊長・隊員45人）の合同観閲式が１月
９日、太田文化プラザで行われ、両隊の隊員99人が出
席しました。
　交通指導隊は街頭での交通安全活動や交通指導車
による広報活動の交通誘導など、防犯指導隊は青少年
の非行防止啓発活動や無施錠盗難被害防止啓発活動
など、安全で安心できる市民生活を守るための活動を
行っています。式では栗林市長と大仙警察署の佐々木
雅宏交通課長、同署の佐藤樹生活安全課長が観閲。隊員
は引き締まった表情で気持ちを新たにしていました。

交通指導隊・防犯指導隊合同観閲式
「安全・安心」への決意新たに

　第９回大仙市民書初め席書大会が１月７日、大曲体
育館で行われ、参加した94人が書き初めに臨みました。
　大会では大曲高校書道部が書道パフォーマンスを披
露。参加した小・中学生は躍動感あふれる筆さばきに拍手
を送っていました。特選受賞者は次のとおりです。〈敬称略〉
【小学生の部】松江初音（大曲小１年）、新田かのん（高梨
小２年）、茂木柑菜（高梨小３年）、杉本和進（大曲小４年）、
茂木隆真（高梨小５年）、小松美海（花館小６年）【中学生
の部】小松香央里（大曲西中２年）【高校・一般の部】武藤
菜々子（大曲高２年）

市民席書大会
新春に書き初めの出来映えを競う

［写真］参加者が書き初めに臨んだ市民席書大会

　大曲南部地区イルミネーション花火が12月23日、大
曲地域角間川地区の川港親水公園「浜倉」周辺で行わ
れました。
　地域を明るくし、地域活性化につなげようと大曲商
工会議所南部地区協議会（佐々木繁治会長）が毎年行っ
ているもの。浜倉は、かつて角間川が舟運で栄えたこ
ろに倉庫として使用されていたもので、当日は角間川
小器楽部や大曲南中吹奏楽部、美郷ジャズセッション
の演奏などが行われました。
　夕方には高さおよそ20
㍍のイルミネーションを
点灯。イルミネーションの
光と約300発の花火が共演
し、冬の夜空を色鮮やかに
彩りました。

大曲南部地区イルミネーション花火
冬を彩るイルミネーションと花火

［写真］来場者が公園内の美し
い電飾と冬の夜空に打ち上げ
られた花火を楽しんだ「イルミ
ネーション花火」

［写真］出席した隊員がりりしい表情で臨んだ観閲式
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広報見聞録

　第27回大仙市大曲新人音楽祭コ
ンクールが１月10日・11日の２日
間、大曲市民会館で行われました。
　音楽に身近に親しむ機会を作ろ
うと平成元年に始まり、多くの市
民ボランティアスタッフの協力の
もと毎年開催されています。
　若手音楽家の登竜門として知ら
れる同大会。今回は、３部門に全国
から51人が出場し、日ごろの研さ
んの成果を発揮しました。受賞者
は次のとおりです。　　　〈敬称略〉

【ピアノ部門】▼最優秀賞＝上路実
早生（神奈川県・写真1中央）▼優秀賞
＝近藤阿由良（山形県）▼奨励賞＝吉
田千花（茨城県）【管楽器部門】▼最
優秀賞＝齊藤健太（アルトサックス・
東京都・写真1左）▼優秀賞＝管家琴
（トランペット・東京都）▼奨励賞＝戸
掘恭平（オーボエ・神奈川県）、関根哲
郎（トランペット・埼玉県）【声楽部門】
▼最優秀賞＝天野聡絵（神奈川県・写
真1右）▼優秀賞＝市村由香（東京都）
▼奨励賞＝加藤耕一（鳥取県）

大曲新人音楽祭コンクール
若手音楽家51人が登竜門に挑戦

　栗林市長をはじめとする市関係
者 11人が 11月 25日、平成 23年
３月の東日本大震災で被災した岩
手県沿岸部地域を視察しました。
　大仙市では震災以降、被災地へ
のボランティア派遣や宮古市から
の災害がれきの受け入れなど、復
興に必要な支援を積極的に進めて
きました。現在も職員２人を宮古
市に派遣しているほか、「大曲の
花火」への被災者招待事業などを
実施しています。また、大仙市と
被災地の小・中学生の交流や、民

間団体によるボランティア活動な
ども継続的に実施されており、被
災地支援をきっかけに始まった心
の交流は深まっています。
　視察では、災害がれきの一時保
管所だった宮古市の藤原埠

ふ

頭や、
太田中学校と交流している大槌町
の大槌中学校などを訪問。震災発
生から間もなく 4年が経過します
が、地域によって復興のスピード
に差があるのが現状です。市は学
校等と連携しながら今後も被災地
の復興を後押ししたい考えです。

［写真］1がれきが撤去された藤原埠頭2仮設校舎に通う大槌小学校の子どもたち

市関係者が東日本大震災被災地を訪問
被災地の「今」を知り 復興支援のあり方を考える

1 2

寄付・寄贈
たくさんの善意ありがとうございます

　大仙市商工会（髙貝芳彦会長・
写真右）・同青年部（後藤広美部
長）・同女性部（伊藤まり子部長）
から東日本大震災の被災地復興
支援に活用してほしいと15万円
を寄付いただきました。

大仙市商工会
-寄付金15万円-

　大曲仙北ロータリークラブ（小
松英巳会長・写真左端）から大曲保
育会（中村和樹理事長・同左から３人
目）にワイヤレスアンプを寄贈いた
だきました。寄贈品は大曲地域の
保育園の各種事業で活用します。

大曲仙北ロータリークラブ
-ワイヤレスアンプ-

　大曲養護学校（小林俊昭校長）
から同校の児童が制作した手づ
くりカレンダーを寄贈いただき
ました。同校では地域への感謝
を伝える活動としてカレンダー
づくりを毎年行っています。

大曲養護学校
-手づくりカレンダー-

［写真］1各部門で最優秀賞に輝いた３人2出場者は若さあふれる歌や演奏を披露
1 2



22

お便りお待ちしています
「お便り広場」は皆さんのページです。
市政に対する質問・意見など、皆さんの
遠慮のない声をお聞かせください。
宛先はこちら
〒014-8601
だいせん日和「お便り広場」係
住所、氏名、年齢を明記の上、手紙・はがき、
ファクス（0187-63-1119）またはEメール
（kouhou@city.daisen.akita.jp）で送ってく
ださい。Eメールの場合は件名に「お便
り広場」と記入してください。

お便りお待ちしています
「お便り広場」は皆さんのページです。
市政に対する質問・意見など、皆さんの
遠慮の
宛先はこちら
〒014-8601
だいせん日和「お便り広場」係
住所、氏名、年齢を明記の上、手紙・はがき、
ファクス（0187-63-1119）またはEメール
（kouhou@city.daisen.akita.jp
ださい。Eメールの場合は件名に「お便
り広場」と記入してください。

1月号・1月号お知らせ版へのお便り

内訳 ／ 感想 26
今回寄せられたのは　26通
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1
お知らせ版

だいせん広 報
2015

1月
vol.235

広 報
お知らせ版 だいせん日和

www.city.daisen.akita.jp

受け付けが
入会申し込みの

始まります

◆対象／小学１年生から６年生までの児童

※１年生から３年生までが優先されます。

◆実施期間／４月１日（水）から
平成28年３月31日（木）まで

※日曜・祝日、12月29日から平成28年１月３日までは休業。

　このほか臨時的に休業する場合があります。

◆実施時間／
　【月～金曜日】放課時刻～午後７時

 【土曜日・長期休業日】午
前７時30分～午後７時

◆負担金／児童１人当たり月額6,000円

※ひとり親家庭は3,000円。同一世帯で入会している児童が２

人以上いる場合は、２人目以降半額

◆申し込み方法／児童家庭課または各放課後児童ク

ラブ所在地の支所市民サービス課に用意している

申込用紙に必要事項を記入し、下表の受け付け会場

で手続きしてください。

◆その他／入会の可否は申請内容を審査し決定します。

※先着順ではありません。

地域 児童クラブ名
活動場所

受け付け日時・会場

大曲

第１～第３ぽぷら児童クラブ 大曲小学校

【日時】１月 25 日（日）午前９時～午後５時、

１月 26 日（月）・27 日（火）午前８時 30 分～午後７時

【会場】児童家庭課

桂児童クラブ 桂児童センター

日の出児童クラブ 日の出キッズクラブ

花園児童クラブ 花園児童クラブ

第１いちょう児童クラブ 花館小学校

第２いちょう児童クラブ はぴねす大仙

東児童クラブ 東大曲小学校

藤木児童クラブ 藤木小学校

大川西根児童クラブ 大川西根小学校

四ツ屋児童クラブ 四ツ屋公民館

内小友児童クラブ 内小友小学校

角間川児童クラブ 角間川小学校

神岡 神岡児童クラブ 神岡福祉センター

【日時】１月 26 日（月）・27 日（火）・28 日（水）
午前８時 30 分～午後７時

【会場】各児童クラブ所在地の支所市民サービス課

西仙北 西仙北児童クラブ 西仙北児童クラブ

中仙 八乙女児童クラブ 八乙女児童クラブ

協和 協和児童クラブ 協和小学校 

南外 南外児童クラブ 南外小学校

仙北 ひまわり児童クラブ ひまわり児童クラブ

太田 おおた児童クラブ 旧太田ひがし幼稚園

【問い合わせ・申し込み】
児童家庭課 ☎ 0187-63-1111 内線 129・各支所市民サービス課

平成27年度

放課後児童クラブは、保護
者が日中、仕事などで家に

いない家庭の

児童に、遊びや生活の場を
提供する育児支援サービス

です。
放課後児童クラブ

2015

1月
vol.234

広
報
だ
い
せ
ん

び	　　　		よ					り

おおきなせなかに	—	夢を乗
せ未

あ

来
す

に羽ばたく元気なまち

だいせん日和

大仙市観光フォトコン
テスト最優秀賞作品

撮影：佐々木昭元さん（神
岡）

清
澄
玉
川

紙
面
の
都
合
で
全
て
の
お
便
り
を

掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。今
年
も
だ
い
せ
ん
日
和

を
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

12
月
号
で
は
、
コ
メ
ン
ト
を
載
せ

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
と
て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た

が
み
ん
な
に
自
慢
し
ま
し
た
。
自
分

の
コ
メ
ン
ト
が
活
字
に
な
る
の
は
、

う
れ
し
い
も
の
で
す
ね
。

　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
皆
さ
ん
素

晴
ら
し
い
作
品
ば
か
り
で
す
ね
。
表

紙
の
玉
川
の
作
品
に
心
を
奪
わ
れ
ま

し
た
。
冬
の
透
明
で
清
々
し
い
様
子

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

大
曲　
30
代
女
性

２
０
１
５
年
は
年
男
で
あ
り
還

暦
の
年
。健
康
に
注
意
し
て

好
き
な
こ
と
を
精
一
杯
頑
張
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

大
曲　
50
代
男
性

市
民
に
喜
ば
れ
る
除
雪
を
目
指

す
と
い
う
市
の
対
応
に
は
頭

が
下
が
り
ま
す
。た
だ
、自
然
が
相
手

で
す
か
ら
思
っ
た
よ
う
に
い
か
な
い

の
も
事
実
で
す
。「
公
助
」に
も
限
界

が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
「
自
助
」
と

「
共
助
」
が
と
て
も
重
要
で
す
。近
所

付
き
合
い
を
よ
り
密
に
し
て
、
互
い

に
協
力
し
合
っ
て
こ
の
冬
を
乗
り
越

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

太
田　
50
代
男
性

除
雪
作
業
に
携
わ
る
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
生
活
を
守
る
た
め
の
除
雪
の

工
夫
を
知
り
、
頭
の
下
が
る
思
い
で

す
。事
故
や
け
が
な
く
終
了
す
る
よ

う
応
援
し
て
い
ま
す
。

大
曲　
30
代
男
性

健
康
の
達
人
を
読
み
、
頼
も
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。お
か
げ

さ
ま
で
今
の
と
こ
ろ
利
用
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
お
世
話
に
な
る

日
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。医
療
設
備

は
も
と
よ
り
、
看
護
の
充
実
が
患
者

に
と
っ
て
一
番
で
す
。

西
仙
北　
60
代
女
性

大
仙
市
の
職
員
の
人
た
ち
は
、

市
民
の
た
め
に
生
活
を
楽
し

く
す
る
よ
う
な
企
画
を
提
案
し
た

り
、
大
仙
市
の
良
さ
を
発
掘
発
信
し

よ
う
と
努
力
し
て
い
た
り
す
る
こ
と

が
広
報
か
ら
よ
く
分
か
り
ま
す
。こ

れ
か
ら
も
大
仙
市
の
良
い
と
こ
ろ
を

紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

西
仙
北　
40
代
女
性

写
真
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、注

目
を
集
め
る
工
夫
が
と
て
も

上
手
な
レ
イ
ア
ウ
ト
で
す
ね
。大
仙

市
以
外
の
人
に
も
フ
ァ
ン
が
い
る
こ

と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

大
曲　
60
代
女
性

子
育
て
中
で
家
に
い
る
た
め
、
周

り
の
状
況
や
近
況
な
ど
が
分

か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
広
報

は
情
報
源
と
し
て
と
て
も
助
か
っ
て
い

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
良
い
情
報
を
た
く

さ
ん
発
信
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
に
は
、
野
菜
な
ど
は
新
鮮

な
も
の
を
た
く
さ
ん
食
べ
さ
せ
て
あ

げ
た
い
の
で
、
干
し
野
菜
は
と
て
も

気
に
な
り
ま
す
。

大
曲　
30
代
女
性

健
康
の
達
人
を
読
み
、
毎
回
さ

ま
ざ
ま
な
発
見
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。家
族
の
支
え
に

な
り
、先
生
方
に
感
謝
・
感
激
し
て
い

ま
す
。い
つ
ま
で
も
続
け
て
載
せ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。大

曲　
70
代
女
性

大
仙
市
観
光
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
の
写
真
が
ど
れ
も
す
ご
い

で
す
ね
。表
紙
の
玉
川
の
写
真
も
素

晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。身
近
に
こ
ん

な
素
晴
ら
し
い
自
然
が
あ
る
こ
と

は
、市
民
と
し
て
誇
り
で
す
ね
。

大
曲　
50
代
女
性

だ
い
せ
ん
も
の
づ
く
り
図
鑑
に

目
を
引
か
れ
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
も
ふ
る
さ
と
の
人
た
ち
の
活
躍
ぶ

り
を
載
せ
て
く
だ
さ
い
。

神
奈
川
県
川
崎
市　
60
代
男
性

発
行
号
に
よ
っ
て
モ
ノ
ク
ロ
と

フ
ル
カ
ラ
ー
の
よ
う
で
す
が
、

フ
ル
カ
ラ
ー
は
豪
華
す
ぎ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。ペ
ー

ジ
に
よ
っ
て
パ
ー
ト
カ
ラ
ー
に
し
た

と
き
と
で
、
ど
れ
ほ
ど
経
費
が
違
う

の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

埼
玉
県
深
谷
市　
60
代
男
性

今
回
の
表
紙
の
玉
川
の
写
真
は

素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。若
か
り

し
こ
ろ
、
亡
き
夫
と
眺
め
た
こ
と
を

思
い
出
し
、涙
が
出
ま
し
た
。

大
曲　
70
代
女
性
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１
９
８
３（
昭
和
58
）年
、
協
和
地
域

に
創
立
さ
れ
、
も
の
づ
く
り
を
通
じ

て
社
会
貢
献
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
が
エ
ー
ピ
ー
ア
イ
株
式
会
社（
須

田
哲
生
代
表
取
締
役
）
で
す
。設
立
当
初

は
、
主
に
電
子
部
品
や
精
密
機
器
の

組
み
立
て
や
外
観
検
査
な
ど
を
中
心

に
事
業
を
展
開
。現
在
は
旧
船
岡
小

学
校
校
舎
を
事
業
所
と
し
て
、
大
量

生
産
型
の
製
造
業
か
ら
産
学
連
携
に

基
づ
く
開
発
型
企
業
に
転
身
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｇ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ク

ス
）
で
街
並
み
や
道
路
を
往
来
す
る

自
動
車
な
ど
を
立
体
的
に
再
現
し
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い

年
齢
層
の
方
が
楽
し
み
な
が
ら
交
通

安
全
を
学
べ
る
体
験
型
歩
行
環
境
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ「
わ
た
り
ジ
ョ
ー
ズ
君
」

（
写
真
上
）や
、病
院
の
手
術
室
の
床
に

落
ち
た
手
術
針
の
回
収
用
探
知
器

「
ニ
ー
ド
ル
ハ
ン
タ
ー
」、
視
覚
障
が

い
が
あ
る
方
に
正
面
や
上
方
の
障
害

物
を
振
動
で
知
ら
せ
る
「
ス
マ
ー
ト

電
子
白
杖
」な
ど
、同
社
は
医
療
や
福

祉
の
分
野
で
役
に
立
つ
ユ
ニ
ー
ク
な

製
品
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

同
社
は
病
院
な
ど
の
医
療
機
関
と

大
学
な
ど
の
研
究
機
関
、
企
業
グ
ル

ー
プ
が
医
療
機
器
の
開
発
に
知
恵
を

出
し
合
う
「
Ａ
Ｍ
I（
秋
田
メ
デ
ィ
カ
ル

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
事

務
局
＝
秋
田
県
）
に
参
加
。今
後
も
ア
イ

デ
ア
を
駆
使
し
て
現
場
で
求
め
ら
れ

る
技
術
や
製
品
の
開
発
に
力
を
注
ぎ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

no.06だいせんものづくり図鑑

地域から世界の技術を創造

エーピーアイ（株）［協和］
　製造品目／ソフトウェアの設計など
　従業員数／17人
 今回の案内人は営業グループリーダーの鈴木由
香里さん（写真左）と同グループの宮崎美帆さん

だいせんのキラメキ発掘！地域のとっておき情報を紹介します地
ち

域
い き

‘特
と く

鮮
せ ん

’
　

横
手
盆
地
の
北
東
端
に
位
置
し
、
中

仙
地
域
豊
岡
の
小
滝
山
上
に
鎮
座
す
る

小
沼
神
社
。そ
こ
に
祭
ら
れ
る
２
体
の

観
音
像
、「
聖
観
音
菩
薩
立
像
」と「
十
一

面
観
音
菩
薩
立
像
」
が
東
京
都
と
宮
城

県
の
博
物
館
で
開
催
さ
れ
る
特
別
展

に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。「
聖
観
音
菩

薩
立
像
」が
展
示
さ
れ
る
の
は
東
京
国

立
博
物
館
の
特
別
展
「
み
ち
の
く
の
仏

像
」。ま
た
、「
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
」

は
東
北
歴
史
博
物
館
（
宮
城
県
多
賀
城
市
）

の
特
別
展「
み
ち
の
く
の
観
音
さ
ま
」に

展
示
さ
れ
ま
す
。

　

観
音
菩
薩
は
、さ
ま
ざ
ま
な
苦
し
み
に

悩
む
人
々
を
救
う
た
め
に
現
れ
る
と
さ

れ
、人
に
寄
り
添
う
最
も
身
近
な
み
ほ
と

け
と
し
て
、東
北
地
方
で
も
古
く
か
ら
信

仰
を
集
め
て
き
ま
し
た
。特
別
展
は
仏
像

を
と
お
し
て
東
北
の
魅
力
を
発
信
し
、東

日
本
大
震
災
被
災
地
の
復
興
を
支
援
す

る
こ
と
を
開
催
の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
小
沼
神
社
の
２
体
の
観
音
像
は
、
い
ず

れ
も
県
指
定
有
形
文
化
財
で
す
。８
世
紀

か
ら
９
世
紀
ご
ろ
（
奈
良
〜
平
安
時
代
）
に
作

ら
れ
た
と
さ
れ
る「
聖
観
音
菩
薩
立
像
」（
写

真
右
）
は
東
北
地
方
き
っ
て
の
古
像
。細
身

で
伸
び
や
か
な
姿
は
、ケ
ヤ
キ
の
一
材
か
ら

頭
体
幹
部
の
ほ
ぼ
全
て
を
彫
り
出
し
て
作

ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、「
十
一
面
観
音
菩
薩

立
像
」（
写
真
左
）は
カ
ツ
ラ
の
一
材
で
ほ
ぼ

全
て
が
つ
く
ら
れ
て
お
り
、が
っ
し
り
と
し

た
体
躯
と
大
ぶ
り
な
彫
り
方
が
特
徴
的
。

そ
の
重
厚
な
姿
は
平
安
時
代
中
期
（
11
世
紀

ご
ろ
）の
作
風
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
立
博
物
館
で
の
「
聖
観
音
菩
薩
立
像
」

の
展
示
は
4
月
５
日
ま
で
。東
北
歴
史
博
物

館
で
の「
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
」の
展
示

は
、
中
仙
地
域
の
水
神
社
の「
線
刻
千
手
観

音
像
等
鏡
像
」な
ど
約
１
４
０
点
の
文
化
財

と
と
も
に
３
月
12
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。 【問い合わせ】文化財保護課 ☎63-8972

小沼神社の仏像を
東京国立博物館等に展示

地域の文化遺産で東北に安らぎを-
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※「大曲仙北医師会」は、大仙市、仙北市、美郷町の医師で組織しています
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地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
と
い
う
言

葉
を
聞
い
た
事
が
あ
る
で
し
ょ

う
か
。数
年
前
か
ら
、厚
生
労
働
省
は
、

地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
と
か
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
い
う
言
葉
を
、
し
き

り
に
使
っ
て
い
ま
す
。こ
の
言
葉
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
は
、
高
齢
化
が
切
羽
詰

ま
っ
て
来
て
お
り
、
公
的
基
金
や
社
会

保
険
で
は
も
は
や
立
ち
行
か
な
い
こ

と
、自
助
、互
助
、共
助
と
い
っ
た
も
の

を
上
手
く
取
り
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
、

自
治
体
と
し
て
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て

も
国
は
関
与
し
ま
せ
ん
よ
、
と
言
っ
て

い
る
の
で
す
。

今
、団
塊
の
世
代
す
べ
て
が
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
域
に
入

り
ま
し
た
が
、
10
年
後
の
２
０
２
５
年

に
は
、
団
塊
の
世
代
皆
が
後
期
高
齢
者

に
突
入
し
ま
す
。医
療
だ
け
を
と
っ
て

み
て
も
、
社
会
に
大
き
な
歪
み
が
生
じ

る
だ
ろ
う
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。病
院

病
床
数
に
余
る
、
あ
ま
り
に
多
く
の
死

は
、
在
宅
で
の
死
を
中
心
に
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。そ
れ
も
核
家
族
化
が
更
に

進
ん
だ
中
で
の
、
在
宅
死
な
の
で
す
。糖

尿
病
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
も
、全
て
の

糖
尿
病
患
者
を
専
門
医
が
診
ら
れ
る
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。現
在
糖
尿
病
専
門

医
は
全
国
に
４
６
０
０
人
し
か
い
ま
せ

ん
。１
千
万
人
い
る
糖
尿
病
患
者
の
中

で
糖
尿
病
専
門
医
が
診
ら
れ
る
の
は
、

そ
の
１
割
・
90
万
人
程
度
な
の
で
す
。認

知
症
や
う
つ
病
等
他
の
疾
患
で
も
同
じ

で
す
。地
域
で
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
的
な

役
割
を
果
た
す
医
師（
か
か
り
つ
け
医
）が

い
て
、
福
祉
と
の
連
携
の
中
で
在
宅
を

含
め
た
地
域
の
医
療
を
支
え
、
必
要
な

時
に
専
門
医
に
つ
な
げ
る
と
い
う
医
療

の
あ
り
方
こ
そ
が
望
ま
れ
る
の
で
あ
っ

て
、こ
れ
が
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

必
要
と
な
る
理
由
な
の
で
す
。

で
も
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

で
は
、在
宅
医
療
・
ケ
ア
を
守
る

た
め
に
、医
療
・
福
祉
ス
タ
ッ
フ
に
は
、

24
時
間
、
３
６
５
日
体
制
を
強
い
ら
れ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。少

な
い
マ
ン
パ
ワ
ー
の
中
、
間
違
っ
た
個

人
主
義
が
蔓
延
し
て
い
る
、
こ
の
ギ
ス

ギ
ス
し
た
世
情
、
他
に
完
璧
さ
を
求
め

る
ク
レ
ー
ム
社
会
に
あ
っ
て
、
十
分
な

医
療
・
福
祉
・
保
健
の
連
携
の
な
い
中

で
、
進
ん
で
役
割
を
担
お
う
と
す
る
人

が
い
る
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
で
も
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
実
現
こ
そ
が
、
地
域
の

維
持
、
再
生
の
鍵
で
あ
る
こ
と
に
違
い

は
あ
り
ま
せ
ん
。医
療
、
福
祉
、
保
健
の

緊
密
な
連
携
の
必
要
な
こ
と
は
当
然
で

す
が
、
そ
れ
に
加
え
て
地
域
の
人
達
の

自
助
、互
助
、共
助
が
必
要
な
の
で
す
。

病
院
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
心

的
な
場
と
捉
え
、地
域
の
医
療
を
育
み
、

支
え
る
と
い
う
観
点
が
必
要
で
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
実
現
こ

そ
が
重
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

大曲仙北医師会
市立田沢湖病院 

佐々木 英人　院長

A Talk about 
“The meaning of 
        the local inclusion medical care"

～地域の維持と再生の鍵です～

地域包括医療・ケアの意味するもの

市立田沢湖病院 

佐々木 英人　院長
仙北市田沢湖生保内浮世坂17-1
☎ 0187--43--1131
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対
象
と
な
る
健
診（
検
診
）を
確
認
く
だ
さ
い

  

年
に
１
回
の
大
切
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
忘
れ
ず
に

種類 対象者

特定健診 40歳以上75歳未満の国民健康保険
被保険者

後期高齢者健診 健診受診日に満75歳以上の方、満
65歳以上で後期高齢者医療被保険者

肺がん等検診
（結核検診を含む）

40歳以上の方
（65歳以上の方は結核検診をかねる）

大腸がん検診 40歳以上の方
30･35歳の血液健診 30歳・35歳の方
肝炎ウイルス検診 40歳の方と41歳以上で未検査の方
前立腺がん検診 50歳以上の男性
胃がん検診 40歳以上の方

子宮頸がん検診
・婦人科超音波検診

20歳から40歳までの女性（検診車で
の集団検診または医療機関での個別検診）、
42歳以上で偶数年齢の女性（検診車
での集団検診）

乳がん検診 40歳以上の偶数年齢の女性
骨粗しょう症検診 40・45・50・55・60・65・70歳の女性

歯周疾患検診 40･50･60･70歳の方
※対象者には後日お知らせします

接種期限は２月28日（土）です
高齢者インフルエンザ予防接種

　市では高齢者インフルエンザ予防接種への助成を
行っています。助成を受けられる予防接種の期限は２
月28日（土）です。
　県内のインフルエンザ予防接種実施医療機関であ
ればどこでも接種できます。各実施医療機関に用意し
ている予診票と注意事項の用紙を確認いただき、予防
接種について理解した上で接種してください。
◆ 対象／①接種日に65歳以上の方②接種日に60歳以
上65歳未満の方で、心臓や腎臓、呼吸器の機能、また
はヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に障が
いのある方（身体障害者手帳１級程度）
◆接種期限／２月28日（土）
◆ 接種料金／接種料金のうち1,200円を市が助成しま
すので、各医療機関の接種料金から1,200円を引い
た金額を医療機関窓口でお支払いください。接種料
金については、各医療機関に確認ください。

※ 対象者のうち、生活保護世帯の方は、生活保護受給証明書を
医療機関に提出することで、接種料金が無料になります。
◆ 持参するもの／健康保険証、生活保護を受けている
方はその証明書、対象②の方は身体障害者手帳

インフルエンザ
警報が出ています

○外出後の手洗い・うがいを徹底しましょう
　 帰宅時や食事の前などは、必ず手洗い・うがいを
しましょう。
○流行時期の外出はマスクをしましょう
　 インフルエンザが流行してきたら、なるべく人混みへ
の外出を控え、やむを得ず外出する際は必ずマスクを
着用しましょう。
○咳エチケットに気をつけましょう
　 咳やくしゃみをする時は、ティッシュなどで口と
鼻を覆い、他の人から顔を背け、できれば１ｍ以
上離れましょう。
○十分な休養とバランスの取れた栄養を摂りましょう
　 体の抵抗力を高めるために、十分な休養とバラン
スのとれた栄養摂取を心がけましょう。
○適度な湿度を保ちましょう
　 空気が乾燥すると、喉の粘膜の働きが弱まり、イン
フルエンザにかかりやすくなります。加湿器などを
使って、十分な湿度（50～60％程度）に保ちましょう。

　次の５つのポイントに気をつけてインフルエンザを予
防しましょう。

　

平
成
27
年
度
の
各
種
健
診
（
検

診
）の
申
し
込
み
調
べ
を
行
い
ま
す
。

　

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
各
分
室
（
中

央
・
西
部
・
東
部
）か
ら
健
康
推
進
員
を

通
じ
て
、各
世
帯
に
健
診（
検
診
）申
し

込
み
調
べ
の
用
紙
を
配
布
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
健
診（
検
診
）を
左
表

の
と
お
り
行
う
予
定
で
す
の
で
、
対

象
と
な
る
健
診（
検
診
）を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

※ 

提
出
方
法
と
提
出
期
限
は
、
各
分
室
で

異
な
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

健
診
（
検
診
）
は
年
に
１
回
の
大

切
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
機
会
で
す
。

忘
れ
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

健
診（
検
診
）申
し
込
み
調
べ
の
用
紙
は

平
成
26
年
12
月
10
日
時
点
の
住
民
基

本
情
報
を
基
に
抽
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

26
年
12
月
11
日
以
降
に
大
仙
市
に
転

入
し
た
方
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
健

康
増
進
セ
ン
タ
ー
各
分
室
（
中
央
・
西

部・東
部
）に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

中央（大曲保健センター内／大曲） 
健康増進センター

西部（西仙北庁舎内／神岡・西仙北・協和・南外）
東部（中仙庁舎内／中仙・仙北・太田）

☎0187-62-1015
☎ 0187-62-9301

☎ 0187-75-0476
☎ 0187-56-7211

問い合わせは各健康増進センターへ

健康通信
健康は日々のチェックから



ここで紹介する以外にもたくさんの本が入っています。
希望する本がない場合は、図書館職員に声を掛けてください。
市内の各図書館のほか、県立図書館からも取り寄せます。2月

新着図書

幼児・児童向け図書小説・一般向け図書
○
鼠
、
滝
に
打
た
れ
る
／
赤
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各図書館問い合わせ
大曲図書館　☎0187-62-1012 協和図書館　☎018-892-3830
神岡図書館　☎0187-72-2501 南外図書館　☎0187-74-2130
西仙北図書館☎0187-75-0099 仙北図書館　☎0187-69-3334
中仙図書館　☎0187-56-7200 太田図書館　☎0187-88-1119

図書館情報BOOKs ２月の市長日程
　※日程は変更になる場合があります。

２日・月 定例記者会見
５日・木 大仙市農業再生協議会総会
６日・金 秋田県後期高齢者医療広域連合正

副連合長会議
 10 日・火 県南環境保全センター取締役会
  刈和野の大綱引き
 11 日・水 川を渡るぼんでん
 14 日・土 大仙市体育協会 10周年記念式典
 15 日・日 大曲の綱引き
 16 日・月 秋田県後期高齢者医療広域連合定

例会
 20 日・金 大仙美郷環境事業組合議会定例会
  大曲仙北広域市町村圏組合議会定

例会
  大仙美郷介護福祉組合議会定例会
 21 日・土 払田柵の冬まつり
  太田の火まつり
 24 日・火 大仙市議会定例会（第１日）

市長交際費 （12月１日～31日）
摘 要 件 数 金   額
慶 祝 15 83,100 円
協 賛 0 0 円
弔 慰 8 90,000 円
合 計 23 173,100 円

※慶祝＝市長等が出席する行事の会費やお祝いなど
※協賛＝各種事業協賛金や各種大会市長賞および副賞

   など
※弔慰＝行政委員会の委員等、市政に深く関わりのある

 方や旧市町村の功労（績）者に対する香典など
■各図書館イベント／
【おはなし会】
仙北 ２月14日（土）午前10時 30分～
協和 ２月21日（土）午前10時～
神岡 ２月 21日（土）午前11時～ 
西仙北 ２月28日（土）午前10時～ 11時
【絵本となかよし会】
中仙（うさちゃんひろば）　２月20日（金）午前10時 30分～
【どんぐり文庫おはなし会】
太田（敬愛館）　２月21日（土）午前９時30分～11時
■大曲図書館企画展／みんないっしょにさんかく展
期間／２月３日（火）から27日（金）まで
時間／午前９時～午後７時（最終日は午後３時終了）
■各図書館休館日／
【２月】▼２日＝大曲、中仙、南外、仙北、太田▼４日＝西仙北▼４日～６日まで
＝神岡（資料整理期間）▼17日～ 19日まで＝南外（資料整理期間）▼23日＝協和
【３月】▼２日＝大曲、神岡、中仙、南外、仙北、太田▼４日＝西仙北▼30日＝
協和

仙北図書館のおすすめ
かわいい！おいしい！

手作りどうぶつクッキー
henteco ～森の洋菓子店 臼田亜也子／著

（世界文化社）

　「こんなお菓子があったらいいな」という思い
から生み出されたクッキー。ページをめくるたび
に「かわいい！」と声が出そうなどうぶつクッキーが、初心者でも簡
単に作れるようアレンジして紹介されています。しかも天然素材を
使っているので、体にもやさしいクッキーです。
　作る人も贈られた人も、そしてもちろん食べる人も、みんなが笑
顔になれる１冊です。  〈仙北図書館所蔵あり〉

１月５日に行われた平成27年大仙市消防出初式で
大仙市消防団員の観閲を行う栗林市長
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■認知症対応型共同生活介護（グループホーム）
　 認知症と診断された方を対象に、事業所で共同生活
しながら、食事や入浴、機能訓練などのサービスを
受けられます。（23事業所・定員303人）
■地域密着型特定施設入居者生活介護
　 定員が30人未満の小規模な介護専用の有料老人ホ
ームで生活しながら、食事や入浴、機能訓練などの
サービスを受けられます。（４事業所・定員58人）
■小規模多機能型居宅介護
　 自宅からの通いを中心に、自宅への訪問や事業所へ
の泊まりを組み合わせたサービスを受けられます。
長期間の連泊はできません。（７事業所・登録定員175人）

■認知症対応型通所介護
　 認知症と診断された方を対象に、日帰りで食事や入
浴、機能訓練などのサービスを受けられます。（５事
業所・定員47人）
■複合型サービス
　 小規模多機能型居宅介護と訪問看護を組み合わせ
たサービスを受けられます。長期間の連泊はできま
せん。（１事業所・登録定員25人）

【問い合わせ】
　介護保険事務所　事業監査班　☎0187-86-3913　
　各地域包括支援センター、各支所市民サービス課

地域密着型サービスは、介護保険のサービスを利用することになった場合でも、住み慣れた地域での生活を続けられ
るように創設されたサービスです。そのため市内にある事業所を利用できるのは、原則的に市民の方のみです。

　平成27年１月１日現在、市内にあるサービスと事業所数を紹介します。各事業所の名称や所在地については介護保険事
務所ホームページ(http://www.oskaigonet.or.jp/）をご覧いただくか、または介護保険事務所、各地域包括支援センター、各支所
市民サービス課に問い合わせください。
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♥♥♥♥♥♥♥♥いきいき広場

中央（大曲庁舎／大曲・四ツ屋・花館地区）
 ☎ 0187-63-1111内線 169
東部（中仙庁舎／中仙・仙北・太田）
 ☎ 0187-56-7125

西部（西仙北庁舎／神岡・西仙北・南外）
 ☎ 0187-87-3970
協和（社会福祉協議会協和支所／協和）
 ☎ 018-892-3838

南部（社会福祉協議会本所／
大曲・内小友・西根・藤木・角間川地区）
 ☎ 0187-88-8030

認知症に関する相談は各高齢者あんしん相談室（地域包括支援センター）へ

介護を必要とせずに、元気に高齢期を過ごすために

介護保険事務所
 からのお知らせ

認
知
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の
方
へ
の
接
し
方

　
認
知
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を
正
し
く
学
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、
み
ん
な
で
支
え
合
お
う

住み慣れた地域で生活を続けられるよう
介護保険の地域密着型サービス種類と内容について
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第32回大仙・仙北地区
高校美術展
◆期間／２月13日（金）から

19日（木）まで（月曜を除く）
◆時間／午前９時～午後４時

（19日は午後２時30分）
◆会場／産業展示館
【問い合わせ】
 女性センター ☎0187-62-1713

ポリテクセンター秋田
職業訓練受講生募集
　生産現場の実態に即した職業訓
練で技能・知識を習得し、再就職を
目指しませんか。
◆対象／
ハローワークに求職登録している方
◆期間／４月２日（木）から

９月30日（水）まで
◆時間／午前９時20分～

午後３時40分
◆会場／ポリテクセンター秋田

（潟上市天王字上北野4-143）
◆受講科目／①機械加工技術科②
電気設備科③ビル管理技術科
◆定員／①・②15人③18人
◆受講料／無料（別途、教科書代など）
◆申込期間／２月２日（月）から

３月３日（火）まで
【問い合わせ・申し込み】
 ポリテクセンター秋田
 ☎018-873-3178

大輪の菊花を咲かせてみませんか
大仙菊花同好会会員募集
　３本仕立て、だるま作り、福助作
りなど基本を大事に取り組みます。
◆活動日／４月下旬から11月上旬
までの第１・第３水曜日
◆時間／午前９時30分～11時30分
◆会場／大仙市勤労青少年ホーム
◆参加費／年3,000円

（別途、展示会費等）
◆申込期限／３月15日（日）
【問い合わせ・申し込み】
 大仙菊花同好会 有明さん
 ☎0187-62-1278

雪国の冬を楽しもう
大曲スキーフェスティバル
　スキー競技・回転の腕を競いま
す。冬のスポーツを楽しみませんか。
当日参加もできます。
◆対象／市内在住・在勤の方
◆期日／２月８日（日）
◆時間／午前８時30分受け付け開
始、午前９時20分開会式、午前10時
競技開始
◆会場／大曲ファミリースキー場
◆参加費／小・中学生500円、高校
生・一般1,000円
【問い合わせ・申し込み】
 大曲スポーツクラブ（大曲体育館内）
 ☎0187-63-1122

社会福祉法人大仙ふくし会
看護職員募集
　４月１日採用予定の職員を随時
募集します。試験日など詳細は問
い合わせください。
◆募集職種／看護師
◆受験資格／看護師または准看護
師の資格を取得している方
◆申し込み方法／写真を貼った履
歴書と資格を証明する書類の写し
を大仙ふくし会事務局に提出して
申し込み※郵送可
◆採用予定人数／３人
◆採用予定日／４月１日
◆勤務地・採用人数／
【峰山荘】２人
【愛幸園または桜寿苑】１人
◆試験科目／面接
【問い合わせ・申し込み】
 社会福祉法人大仙ふくし会
 事務局 ☎0187-87-1112
 〒019-1701 神宮寺本郷道南78

ぬくもりある手作り作品をどうぞ
手作り雑貨マーケット
　布雑貨や木工、体育袋などの入
学セット、ヘアアクセサリーなど
の手作り雑貨を販売します。チャ
リティバザーも開催しますのでぜ
ひお越しください。
◆日時／２月15日（日）午前10時～午
後３時（午前11時チャリティバザー開始）
◆会場／大曲交流センター
【問い合わせ】
 小松さん ☎090-7666-6001

体と心を癒しましょう
ヨガ シャイニングムーン
◆日時／２月３日（火）10日（火）・
17日（火）・24日（火）
◆時間／【昼ヨガ】午後１時30分～
２時30分【夜ヨガ】午後６時30分～
７時30分
◆会場／はぴねす大仙
◆受講料／1,000円（初回500円）
◆持参するもの／ヨガマットまたは
バスタオル、飲み物、動きやすい服装
【問い合わせ・申し込み】
 吉岡さん ☎090-5405-7731

地域の良さを発信
映画でまちづくりシンポジウム
　映画「しあわせのパン」の製作責
任者で映画から派生したライフス
タイルを提案するブランドを設立
運営している鈴井亜由美さんを講
師に迎え、映画製作・公開を活用し
た地域活性化の可能性などについ
てパネルディスカッションを行い
ます。映画やまちづくりに興味の
ある方など、みんなで一緒に考え
てみませんか。
◆日時／２月８日（日）午後２時～
５時（午後１時30分開場）
◆会場／大曲市民会館・小ホール
◆ 参加費／無料
【問い合わせ】
 ひなび大曲LLP 辻さん
 ☎080-1265-7035
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第７回びんだれ山の里
「お母さん」カラオケ大会
　協和出身の歌手・小笠原浄さん
（故人）が歌った「お母さん」のカラ
オケ大会、西川ひとみさんの歌謡
ショーを行います。
◆日時／２月15日（日）午前11時～
◆会場／協和温泉四季の湯
◆ 入場料／700円（入浴代込み）
【問い合わせ・申し込み】
 協和温泉四季の湯
 ☎018-893-2615

大仙市自立支援協議会
地域交流展示会
　市内の養護学校、精神科病院、障
がい福祉サービス事業所などの活
動紹介のほか、障がいのある方が
制作した美術工芸作品などを展示
します。
◆日時／２月13日（金）午前11時～午
後５時、14日（土）午前９時～午後５
時、15日（日）午前９時～午後４時
◆会場／タカヤナギイーストモール
【問い合わせ】
 大仙市障がい者相談支援センター
 かしわ 佐藤さん ☎0187-87-7300

先人たちの筆脈をたどる
古文書入門講座
　くずし字や古い筆脈をたどりな
がら先人が郷土について書き残し
た古文書をひもといてみませんか。
◆対象／市内在住の方
◆期日／２月26日（木）、３月５日
（木）・12日（木） ※全３回
◆時間／午後１時30分～４時
◆会場／仙北ふれあい文化センター
◆定員／15人
◆受講料／無料
◆申込期間／２月５日（木）から

20日（金）まで
【問い合わせ・申し込み】
 仙北ふれあい文化センター
 ☎0187-69-3333

雪と遊ぼう
チャレンジスノウキャンプ2015
　雪遊びやそり遊び、かんじきハ
イキング、雪の中でのテント泊な
ど冬ならではの体験を楽しんでみ
ませんか。
◆対象／小学３年生～６年生
◆期日／２月21日（土）・22日（日）
の１泊２日
◆会場／八乙女公園、八乙女交流
センター
◆定員／30人
◆参加費／4,000円

（食事代・保険代など）
◆申し込み方法／①氏名②年齢（学
年）③学校名④住所⑤保護者氏名⑥
電話番号ーをはがきに記入・郵送
して申し込み
◆申込期限／２月９日（月）
※必着。定員になり次第締め切り
【問い合わせ・申し込み】
 〒014-1412 藤木街道下67
 （藤木小学校内）三浦浩樹さん
　☎090-2792-4963

地域密着型
認知症介護フォーラム
◆期日／２月17日（火）
◆時間・内容／
○介護実践報告会
　時間／午後１時30分～２時40分
　内容／各介護事業所によるケア
の取り組みなどの報告
○認知症介護講演会
　時間／午後３時～５時
　内容／詩人の藤川幸之助さんに
よる「支える側が支えるとき」と題
した詩の朗読を交えた介護に関す
る講演
◆会場／大曲エンパイヤホテル
◆申込期限／２月10日（火）
【問い合わせ・申し込み】
 大曲仙北地域密着型介護事業者
 連絡会（有限会社福寿内）長澤さん
 ☎0187-69-2910 ℻ 0187-69-2912

赤い羽根共同募金
自分の町をよくする活動助成
　大仙市共同募金委員会では、平
成26年度の「赤い羽根共同募金」を
財源に平成27年度に地域で福祉活
動を行う団体に活動費の助成を行
います。詳細や申請書については、
大仙市社会福祉協議会各支所窓口
に問い合わせいただくかホームペ
ージ（http://daisen-syakyo.net/）からダ
ウンロードしてください。
※助成団体は審査委員会で決定します
※公募助成枠には限りがあります
◆対象／市内のボランティア団体、
福祉団体、町内会などが行う福祉
活動
◆助成額／15万円（市内全体を対象
とした活動）、５万円（町内会など地域
を限定した活動）※どちらも上限額
◆申込期限／２月20日（金）
【問い合わせ】
  大仙市共同募金委員会（大仙市社
会福祉協議会内）☎0187-63-0277

好印象で仕事をキメる！
女性の再就職応援セミナー
　就職面接で自分らしさを表現す
る方法をプロから学びましょう。
託児もありますのでご利用くださ
い（要予約）
◆期日／２月22日（日）
◆時間・内容／
①第１部
　時間／午前10時～正午
　内容／プロが教える面接マナー
　講師／佐藤友子さん

（エチケットコーチ）
②第２部
　時間／午後１時30分～３時30分
　内容／メイクアップ講座
　講師／川村和子さん

（メイクアップインストラクター）
持参するもの／メーク道具
◆会場／秋田県南部男女共同参画
センター（横手市神明町1-9）
◆定員／①25人②５人
◆参加費／無料
◆申込期限／２月15日（日）
【問い合わせ・申し込み】
 秋田県南部男女共同参画
 センター ☎0182-33-7018
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大仙市の行事予定
2月1日 日 ～18日 水

【問い合わせ】 
 まるこのひろば（大花都市再生住宅１階）☎ 0187-63-2544

○体操教室…毎週月曜日（祝日を除く）午前10時～ 、午後１時30分～
○「みんなで歌おう！」の集い…毎月第３土曜日午後１時30分～

日時 事業名
６日（金）
10:00～ 飾り太巻き寿司教室

28日（土）
13:30～ フラワーアレンジメント教室

　未就園の子どもを対象にしたイベントをお知らせします。

ひろば名 日時 事業名

まるこのひろば
※水曜日を除く週６日開設

☎0187-63-2344
（大花都市再生住宅）

１日（日）
9:30～

月例身体測定
（午前中のみ）

２日（月）
10:30～ 豆まきで鬼退治

17日（火）
10:30～ いっしょに遊ぼう

24日（火）
10:30～

ママのおしゃべりサロン
（申込期限２月21日（土））

27日（金）
10:30～

誕生会
（２月生まれの子）

つなっこひろば
※木・金・土曜日開設
☎080-8214-8159

（西仙北中央公民館）

19日（木）
～28日（土）ひな人形を作って飾りましょう

28日（土）
10:30～

お誕生日会
（２月生まれの子）

うさちゃんひろば
※水・木・金・土曜日開設
☎080-2845-9267

（中仙市民会館（ドンパル））

20日（金）
10:30～

絵本となかよし会
（読み聞かせボランティア「ほたるの会」）

26日（木）
10:30～ おひな様をつくろう

開催場所
（問い合わせ・申し込み） 日時 事業名 申込期限

サンクエスト大曲
（大曲南保育園）
☎0187-62-5733

５日（木）
10:00～

おかあさんと
あそぼう

３日
（火）

19日（木）
10:00～

みんなであそぼう
お誕生会

17日
（火）

大曲交流センター
（大曲南保育園）
☎0187-62-5733

26日（木）
10:00～ ひなまつり 24日

（火）

すくすくだけっこ園
☎0187-72-2244

10日（火）
9:30～

栄養士による講話、
絵本ライブ、
身体計測

９日
（月）

みつば保育園
☎0187-87-7130

18日（水）
10:00～

体を動かして
遊ぼう なし

なかせんワイワイ
らんど

☎0187-56-4139
17日（火）
9:30～

ふれあい遊びを
楽しみましょう！ なし

協和保育園
☎018-892-3426

３日（火）
10:00～

鬼は外！
豆まきをしよう！

２日
（月）

つきの木こども園
☎0187-73-1088

３日（火）
9:00～

豆まき
～鬼は外！福は内！～

２日
（月）

せんぼくちびっこ
らんどわかば園
☎0187-63-1143

３日（火）
9:30～ 豆まき楽しみ会 なし

おおたわんぱくランド
すくすく園

☎0187-86-9110
18日（水）
10:00～

身体計測、寒さに負
けず元気に遊ぼう！ なし

○休日救急医療（日曜日・祝日・年末年始）
　■医療機関／大曲厚生医療センター ☎ 0187-63-2111
　■時間／午前９時～午後３時
○小児救急診療（日曜日）
　■医療機関／大曲厚生医療センター☎ 0187-63-2111
　■時間／午前９時～午後３時
○休日歯科当番医
　■医療機関／行事予定表の　を確認してください
　■時間／午前９時～正午
※ 休日歯科当番医は変更になる場合があります。受診前に電話で確
認してください。

歯 

金13

金6

E INFO.EV   NTS
月の高齢者生活相談所イベント情報2

E INFO.EV   NTS
月の子育てイベント情報2

月9

土7

火17

月2
ひだまりコーヒーサロン■午後１時～３時■大川西根公民館（100円）火3

水4

木12

月16

協和地域行政相談■午前９時～正午■水沢世代交流福祉館
太田地域行政相談■午前９時～正午■太田庁舎市民相談室
大曲地域行政相談■午前 10 時～正午
　　　　　　　　■大曲交流センター２階教材室
西仙北地域行政相談■午前 10 時～正午■西仙北中央公民館
南外地域行政相談■午前10時～正午■南外コミュニティセンター
協和地域行政相談■午後１時～４時■協和市民センター（和ピア）

水18
神岡地域行政相談■午前 10 時～正午■神岡福祉センター
中仙地域行政相談■午後１時 30 分～３時 30 分
　　　　　　　　■中仙農村環境改善センター２階研修室
仙北地域行政相談■午後１時 30分～４時■仙北庁舎１階相談室

日15
歯  長尾歯科医院（中仙）☎ 0187-56-4405

鳥子舞・大曲の綱引き
■【鳥子舞】午後２時～・諏訪神社
■【綱引き】午後９時 30分ごろ引き合い開始

・大曲上大町交差点 ▶ P.32

土14 街コン「ドンと恋♥ミッション・バレンタイン」
■午後６時～■フォーシーズン
■チケット料金／男性 3,500 円、女性 2,500 円 ※申込者のみ

日12／

歯  カワラダ歯科診療所（仙北市）☎ 0187-55-1188

大仙美郷クリーンセンター休日開場日
■午前８時30分～午後４時30分
■【家庭系ごみ】66円／ 10㎏【事業系ごみ】133円／ 10㎏

不登校・ひきこもりの相談は
大仙市子ども・若者総合相談センター「びおら」
大曲丸の内町１番 11-2　 biora@aqua.plala.or.jp
☎ 0187-66-1106午前９時～午後５時※年末年始を除く

刈和野の大綱引き
■【綱合わせ】午後８時～【引き合い】午後９時～
■刈和野大町通り ▶ P.32

火10

木5

ひだまり出前コーヒーサロン
■午後１時～３時■サンクエスト大曲（100円）

川を渡るぼんでん
■午前９時 30分～■大曲地域花館地区雄物川渡船場 ▶ P.32水11

日8
日曜日の消費生活相談
■午前 10 時～午後３時
■市民活動交流拠点センター（Anbee 大曲２階）
歯  畠山歯科医院（南外）☎ 0187-74-3115

建国記念の日
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刈和野の大綱引き
◆日時／２月10日（火）
【綱合わせ】午後８時～【引き合い】午後９時～
◆会場／刈和野大町通り
【問い合わせ】
 西仙北支所市民サービス課 ☎0187-75-1111

払田柵の冬まつり
◆日時／２月21日（土）
【イベント】午後１時～【蝦

か
夷
い
ほたる点灯】午後４時

◆会場／払田柵跡
【問い合わせ】
 史跡の里づくり委員会事務局
 （仙北支所市民サービス課） ☎0187-63-3003

太田の火まつり
◆日時／２月21日（土）午後４時～９時
◆会場／奥羽山荘西側広場
【問い合わせ】
 太田の火まつり実行委員会事務局
 （太田支所市民サービス課） ☎0187-88-1111

鳥子舞・大曲の綱引き
◆日時・会場／２月15日（日）
【鳥子舞】午後２時～・諏訪神社【綱引き】午後９
時30分ごろ引き合い開始・大曲上大町交差点
【問い合わせ】
 商工観光課 ☎0187-63-1111 内線250

川を渡るぼんでん
◆日時／２月11日（水）午前９時30分～
 （町内披露は午前７時ごろから）
◆会場／大曲地域花館地区雄物川渡船場
【問い合わせ】
 川を渡るぼんでん実行委員会事務局
 （花館公民館内）☎0187-62-3012

人　口 86,639 人     （-  66）

　男 40,579 人     （-  42）

　女 46,060 人 （-  24）

世帯数 31,168 世帯    （+  2）

出　生   45 人
死　亡   127 人
転　入   104 人
転　出   88 人

12/31現在※（ ）内は前月比

人口増減内訳

●編 集 発 行 秋田県大仙市企画部総合政策課 ☎0187（63）1111（代表）
   〒 014-8601　秋田県大仙市大曲花園町１番１号
●発 行 日 毎月２回（１日・16日）
●印 刷 有限会社 佐藤印刷所

今日も〝だいせん日和〟担当者コラム
１
月
23
日
午
後
３
時
９
分
、
大
曲
工
業
高
校
に
届
い
た

春
の
便
り
。
同
校
野
球
部
が
「
春
の
セ
ン
バ
ツ
」の
出

場
切
符
を
つ
か
ん
だ
。
高
校
時
代
、
同
じ
く
甲
子
園
を

目
指
し
て
い
た
私
。
部
員
の
喜
び
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝

わ
っ
て
き
た
▼
平
成
15
年
夏
、
母
校
の
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輩
を
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援
し

に
甲
子
園
に
行
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て
き
た
。
蔦つ
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が
か
ら
む
外
観
、
通
路

か
ら
ス
タ
ン
ド
へ
出
た
瞬
間
に
目
に
し
た
光
景
、
地
鳴

り
の
よ
う
に
響
く
歓
声
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
土
の
香
り
、

輝
く
緑
の
天
然
芝
…
甲
子
園
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
た

の
と
同
時
に
、
身
震
い
し
な
が
ら
感
動
し
た
の
を
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明

に
憶
え
て
い
る
▼
同
校
の
部
員
が
立
つ
夢
の
舞
台
。
球

史
が
刻
ま
れ
た
甲
子
園
は
、
白
球
を
追
う
球
児
の
汗

と
涙
が
染
み
込
ん
で
い
る
。
甲
子
園
の
土
を
踏
む
こ
と

が
で
き
る
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
支
え
て
く
れ
た
両
親

な
ど
へ
の
感
謝
、
甲
子
園
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
部
員
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
精
一
杯
野
球
を
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て〝
花
火
打
線
〞と
い
わ
れ

る
強
打
を
発
揮
し
て
甲
子
園
を
沸
か
せ
て
ほ
し
い
と
思

う
▼
同
校
野
球
部
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

「
笑
顔
、
結
束
、
全
国
制
覇
」
の
文
字
。
全
員
野
球
で

結
束
し
、笑
顔
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
を
期
待
し
た
い
。（
け
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